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古代エジプ トおよび古代ギリシアにおける知の系譜

一非正統的知識 と正統的知識II

大 出 晃

本論文 では 「古代 メ ソポ タ ミアにお ける知の系譜」 につづ いて 〈正統 的知識

観〉 の成立 まで の,す なわち,紀 元前5世 紀 末 ごろ までの古代エ ジプ トお よび

古代 ギ リシアにお ける知識の系譜 について考 察す る。

1古 代エ ジプ トにおける知識

1エ ジプ トの政 治 ・社 会 ・宗 教

メ ソポ タ ミア とな らぶ 西 洋古 代 文化 の 中心 は言 う まで もな くエ ジ プ トで あ る

が,こ こで は前6世 紀 以 前 のエ ジ プ トの 政 治,社 会,宗 教 につ い て概 観 す る こ

とに しよ う。 エ ジ プ トは全 長6,400㎞ の ナ イ ル河 の1,000kmを 占 め る下 流 地域 に

位 置 す る。 ナ イ ル は砂 漠 地 帯 を東 西 に区 分 し,肥 沃 な の は夏 期 の洪 水 の恩 恵 に

浴 す る沿 岸 地 域 で あ っ た。 開放 的 地形 の メ ソポ タ ミア と異 な り,こ の地 域 の面

積 は一 国 を形 成 す る の に適 当 な広 さで あ った ので,有 史以 来 分 裂 して い た地 域

は前3000年 ご ろ上 ・下 エ ジ プ トの2国 に統 一 され,さ らに,ナ ル メ ル の も とで

テ ィニ ス期(第1一 第2王 朝:前2850-2650年)と な った。 以 後,政 治 的状 況

は メ ソポ タ ミア よ りもは るか に単 純 で あ る。 古 王 国(第3一 第6王 朝:前2650

-2190年;ピ ラ ミ ッ ド期)
,第1中 問期(第7一 第10王 朝:前2190-2052年),

中 王 国(第11-一 第12王 朝:前2052-一 一一一1570年 ご ろ),第2中 間期(第13一 第14王

朝:前1778-1610年 ご ろ),新 王 国(第18一 第20王 朝:前1580-1085年),衰 退

期(第21一 第26王 朝:前1085-525年)と つ づ き,結 局,前525年 ペ ル シ ア に敗
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北 して,以 後ペル シアや ローマの属領 の地位 に落 ちた(Atlas19-21)。

い ま,エ ジプ トの宗 教 と政 治体 制 の関係 につ いて簡単 に考 察 して お こ う。

ローマ時代 に集成 された古代 エジプ トの オシリス神話 は,紀 元後1世 紀末以降

の プル タル コスの比較 的信頼 で きる記述 『斗 ジプ ト神 イシス とオシ リスの伝説

につ いて』 によれば,概 要つ ぎの ようにな る。万物 を生 んだ男神 オシ リスは王

としてエ ジプ トを支配 し,野 蛮 な人民 を教化 したが,そ の兄弟セ トは彼 を生 き

なが ら棺 にと じこめ,ナ イル河 に流 した。 オシ リスの妹で妃で あるイシス は棺

が フェニキアにつ くとそれ を引 きと り,ナ イル河 口の ブ トに運 んだ。セ トはそ

れ に気づ き,オ シ リスの遺骸 を14に 切 断 してば らまいたが,イ シスはその断片

を探 して放浪 したあげ く,息 子 ホルスの協 力 に よ りオシ リスをよみが え らせ,

セ トに復讐 した。 か くて,オ シ リスは死者 を支配す る とともに甦 りの神 として

尊 崇 され る こ とにな った(307-43)。 ところで,こ の オシ リス は太 陽神 ラーの

子で,後 述 のエ ジプ ト暦 の5日 の閏 日の最初 の 日に生 まれ た とい う。閏 日の第

2日 にホルスが,第3日 にセ トが,第4日 にイシスが,第5日 にネフ トフ トが

生 まれた とされるに もか かわ らず,ホ ルスはオシ リス とイシスの子 とされ るた

め,プ ル タルコスは哲学 的な解釈 を くわえる仕儀 となった(101-3)。 オシ リス

神話 は,プ ル タルコス 自身ひ どい話 は省 い た と述べてい る(43)い ささかおぞ

ま しい話で はあるが,そ の原型 は古王国 の時代 に成立 し,第 二 王朝 末期 のホル

ス信仰 とセ ト信仰 の争 いが ホルス信仰 の勝 利 におわ った とい う事態 を反映 して

い るとされ る。古王国前期 まで のエ ジプ トにお いて はホルス信仰 の勝利 を背景

に して,王 の権威 は宗教 的権威 に もとづ き,「鷹 の姿 の ホルスの化 身で ある神

王」 の理念が生 じて,王 には 「ホルス名」が あたえ られ,王 権 の直接支配 と し

ての政治体制が とられて いた(世 界歴史58-70)。

しか し,こ の神王理念 も,王 と人民 のあ いだに介在 す る官僚 階級 の成立 や王

統 を維持す る血統 の希薄化,地 方の分権化 に くわえて,ピ ラ ミッ ド建設費 の負

担,神 殿 の経済 的特権 の増大,私 経営 の発 達 と貿易の停 滞 な どか らその基盤 が

揺 らぎ,第0中 間期 には下層民衆 に よる一種の社 会革命 が生 じた。その結果,

王権 が失 墜 したばか りで はな く,そ の背後の オシ リスの性格 に も変化 を きた し
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た。そ こで,中 王 国において は民衆 と王 とのあいだの正義 に もとつ く平等 が主

張 され,死 者 は彼岸 においてオシ リスに変容で きる権利が万人 に保証 され る よ

うになった。か くして,中 産 階級が形成 され,こ の王国 は庶民国家的 な体 制 を

もったが,最 終 的 には 中央集 権 的 国家 の 回復 に よって お わ った(世 界 歴 史

55-77}o

この中王 国没落 の理 由は定 かで ないが,第14王 朝の衰 退後,異 民族 ヒュクソ

スがデル タ地帯 に侵入 し第15・16王 朝 を樹立 した。 この民族 がその神 バ アル を

セ トと同一視 して信仰 していたこ とは注 目され る。 この ヒュクソス支配 の結果

軍事力 を背景 とす る少数支配体制 と騎士 階級 の地位 の向上,西 アジア との関係

の緊密化が生 じた。 この ヒュク ソス支配 を打破 したの は前15世 紀後半 の アフメ

スで,彼 によ りエ ジプ トの最盛期第18王 朝 と新王国が は じまる。 この王朝 は西

ア ジア諸 国,と くに,ミ タンニ との抗争 をつづ けなが ら,シ リア,イ ス ラエ ル

に領土 を拡大 した。 しか し,そ のアメ ンホテプ3世 は平民 の娘 と結婚 し王家 の

血統維持 を無視 したか ら,そ の嫡 子 アメ ンホテ プ4世 は当時強大 とな ったテー

ベの アメン神官 団 と対抗す る ことにな った。 アメ ンはテ ーベの守護神 で,太 陽

神 ラー と同一視 されるが,こ の神殿 の神 官団 に対 し王 はあた ら しい一神教 と し

ての太 陽神 アテ ンへ の信仰 を導入 しようとしたのであ る。それ は唯一の創造者

としてのアテ ンが毎朝復活 して天空 を運行 し万物 に愛 を注 ぐこ とを説 いたが,

祭祀 の執行権 を王 に集 中 して神官 の地位 を軽 視 したため民衆か ら遊離 し,こ の

改革 は失敗 におわ った(世 界歴史208-20)。

その後前12世 紀前半 の ラムセス3世 は海 の民 の侵 攻 を撃退 したが,そ の後継

者 の時代 には経済力 は大神殿 に集 中 した。それ ゆえ,古 代 エ ジプ トにおいて宗

教 と神官 階級 とは伝統 的に堅 く王権 と結 びつ き,経 済や文化 の発展 も神官 階級

に強 く依存 していた。前11世 紀初頭エ ジプ トの国家 としての統0性 はおわ り,

以 後衰退期 と してエチ オ ピア,リ ビアな ど異民族 による王朝 の支配 の時代 に入

り,前6世 紀 のア ッシ リアの侵略 につづ き前525年 ペル シアに征服 され て独 立

国 としての地位 を失 う。

2エ ジプ トの文化
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さて,エ ジプ トの文化 はナイルの氾濫 に よ り肥 沃化 したその下流域一帯 の農

業 中心 の文化 で あ った。氾濫 後 の湿 った大地 は耕 さず に播種 可能 で あ り,大

麦 ・小麦 ・野菜 ・果物 の栽培,家 畜 ・家禽 の飼 育 も盛 んで,釣 りや狩猟 もお こ

なわれていた(ピ シ ョ 上169)。 紡績,機 織 りは早 くか ら発達 し,新 石器時代

以来主 として亜麻 製の精巧 な織物 が生 産 され,羊 毛 ・木綿 製品 もあ り,各 種 の

植 物染料 も用 い られて いた。陶器の生 産 もひ じょうに古 く,ガ ラス も前2000年

ごろか ら生地のかた ちで は流布 していた。銅 は古王 国,青 銅 は中王 国で,ま た,

鉄 は前650年 ごろ に使 用 され るよ うにな った。建 築 には 日干 し煉瓦 と豊富 な石

が用 い られ,す ぐれた加工技 術 は記念 碑,彫 像,墓 碑,神 殿,宮 殿 な どの建

設 ・製作 に生か されていた。輸 送手段 は船 が主で,地 面が柔 らかす ぎたため戦

車 をのぞ くと車輪 の用 い られ たの は新 王 国の 時代 だ けで あ った(ピ シ ョ 上

163}a

エ ジプ トで特 筆すべ きは ミイラ とパ ピルスの製作技術 であろ う。 ミイ ラは死

体 の内蔵 を とりさ り,炭 酸 ソーダにうめて脂肪 を石鹸化 し,松 ヤニを しみ こま

せ た麻布 をつめて香油 を塗 り,樹 脂 を しませ た包帯 でつつ んで作 られた。 また,

パ ピル スは葦の茎 を45cm×25cmほ どの紙片状 に して,2枚 を直角 に重 ね合 わせ,

圧 力 を くわえて糊 づ け し,乾 燥 させ てたた き軽石 で磨 いた。 このパ ピルスは粘

土板 にか わる筆記 用具 として普及 し,3世 紀 に小 アジアで羊皮紙が発明 され る

まで基本的 な記録 手段 となった。先端 をつ ぶ した葦 で煤 や黄土 の黒 や赤の イ ン

ク を用 い文書 を したためたのであ る(ピ シ ョ 上163-4)。

エ ジプ トの文字 は象形 文字で,前3100年 ごろの文書が現存す る。 この文字 は

シ ュメール文字同様基 本の絵記号 か らしだいに表音記号 の因子 をと りいれてゆ

く。初期 の文書 の聖刻 文字(hieroglyph)も 両方 の要 素 をそ なえて い るが,時

代 とと もに単純化 して直線 と曲線 か らなる神 官文字(hieratic)と な り,さ ら

に,前700年 ごろには民衆文字 に まで簡 略化 された(ピ シ ョ 上165-72)。 この

呼称 か ら明 らか なよ うに,古 代 エ ジプ トで は文字 の使用 は もっぱ ら神官階級 に

ゆだね られていたのであ る。

エ ジプ トの数記 法 は10進 法で,位 取 り記法 を用 いず各位 の数字 を何 個か書 く
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方式 で,た と え ば,23は ∩ ∩Illと表 記 され たが,∩ は10位 の,1は1位 の数 を

あ らわ す 。 分数 表 記 も2/3を 例 外 と して1を 分 子 とす る単 位 分 数 が 基 本 で あ っ

た た め に,算 術 は発 達 せ ず,乗 法 や 除法 は ほ とん ど理 解 され て い な か った とい

わ れ る。 た と えば,そ の複 雑 な乗 法 の1例 をあ げ れ ば,つ ぎの よ うで あ る。5

×7を も とめ るの に,

17

214

428

とい った対 応 表 をつ くる。 右欄 は左 欄 の7倍 の 数 で あ るが,上 の行 の単 な る2

倍 で あ る。 そ こで,5=1+4か ら,右 欄 の7と28の 和 を と って35を うる とい

う手 順 で,乗 法 は和 と2倍 とい う簡 単 な算 法 に帰 着 され た(Clagett25-6)。

この よ うに,エ ジ プ トの算 法 は徹 底 した 〈加 算 方式 〉 で,乗 法 も加 算 的 に遂 行

され て い た ので あ る。

エ ジ プ トの数 学 につ い て は1858年 に発 見 され た リ ン ド ・パ ピル ス(前1849-

1801年 ごろ の文 書 の前1600年 ご ろの コ ピー)が 貴 重 な情 報 をあ た え て くれ る。

以 下 ノイ ゲバ ウア ー の記 述 に も とつ い て エ ジ プ トの算術 を特 徴 づ け る分 数 の算

法 を瞥 見 して み よ う(第4章)。 分 数 の記 法 は2/3を 例 外 と して1を 分 子 とす

る単 位 分 数 で あ る。 分 数 の算 法 に要 求 され る単 位 分 数 の2倍 には リン ド ・パ ピ

ル ス につ ぎの表 が あ る:

n1/nの2倍

31/21/6

51/31/15

71/41/28

91/61/18

こ こで,nは 奇 数 で あ る。 こ の表 は,た とえば,2/5を 単位 分 数 の和1/3+1/15

と して 表現 して い る。 エ ジ プ トにお い て は2/5と い った表 記 法 は な く,つ ね に

1/31/15の 形 で あ らわ され て い た。 この よ うな算 法 と表 現 形 式 が 計 算 を容 易 に

した とは考 え られ な い 。 した が っ て,後 期 の バ ビ ロニ アで 発 達 した 天 文 観 測
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デ ー タの処 理 に要 求 され る複 雑 な計 算 を期 待 す べ くもな く,こ れが エ ジ プ ト天

文 学 の 発展 を さまた げ た こ とは うた が え ない 。

リ ン ド ・パ ピル ス に見 られ る算術 問題 も簡 単 な もので,代 数 と1次 方 程式 と

わ ず か な2次 方 程 式 の例 がふ くまれ る にす ぎな い。 総 じて,メ ソ ポ タ ミアの算

術 に比 して エ ジ プ トの そ れ は貧 弱 に見 え るが,証 明 で は な い に して も検 算 とい

う方 法 で一 種 の正 当化 を試 み て い る点 と,数 と宗 教 的神 秘 思 想 が結 び つ い て い

な い点 に注 目す べ きで あ る(ピ シ ョ 上198;Clagett26;Lindbeg16)。 貧 弱

な資 料 に よ る と はい え,幾 何 学 は メ ソポ タ ミア をい くぶ ん越 え る水準 に達 して

い た。 これ は ナ イ ル の氾 濫 に起 因す る土 地 測 量 や,ピ ラ ミ ッ ド建 設 に代 表 され

る巨大 建 造 物 の構築 の必 要 性 に も とつ くもの で あ ろ う。前2600年 ごろ に は長 方

形 の面 積 を正 確 に計 算 で きた し,リ ン ド ・パ ピル スで は メ ソポ タ ミア よ り もは

るか に 良 い 円周 率 の近 似 値3.1605が 用 い られ て い た(Clagett24-7;ピ シ ョ 上
f

179-21.5)o

天 文 学 の領 域 で は,太 陽 をふ くむ諸 惑 星 は大 河 を さま よい,恒 星 は天空 をか

た ちつ くる鉄 製 の天 井 か らつ る され た ラ ンプ と見 な され て い た 。 また,つ ぎの

よ うな世 界 創 造物 語 が あ る。 「空 気 と湿気 の シ ュ ウ とテ フヌ ー トは大 地 と空,

大 地 の神 ゲ ブ と空 の女 神 ヌ ー トを生 ん だ 。 … … そ れ か ら,こ ん どは,ゲ ブ と

ヌー ト,大 地 と空 が 交 わ って 二 つ の カ ップル,オ シ リス神 とそ の連 れ合 い イ シ

ス,セ ト神 とそ の連 れ合 い ネ フ チ ュス と を生 ん だ」(Lindbeg9)。 この種 の 神

話 的 な宇 宙 像 と神 殿 や墳 墓 の碑 文 を別 にす る と,エ ジ プ トに は天文 学 的文 書 と

言 わ れ る もの は ほ とん ど存 在 しな い。 そ れ ゆ え,彼 らの 天文 的 な知 識 を概 観 す

るの は 困 難 で あ る が,彼 ら は惑 星 と恒 星 と を は っ き り区 別 し,5個 の 惑 星,

火 ・水 ・木 ・金 ・土 星 を知 って はい たが,「 宵 の 明 星」 と 「明 け の 明 星 」 と は

異 な る と考 え,金 星 に は二 つ の 名 前 をあ た えて い た 。 また,彼 ら は恒 星 を生 物

や 事 物 の輪 郭 に なぞ らえ て 星 座 に ま とめ,「 大 熊 座 」 とか 「牛 の脚 座」 な どの

名称 で よん で い た(ピ シ ョ 上216-9)。

エ ジ プ ト天 文学 の 最大 の貢 献 は 「人類 史上 唯 一知 的 な」(Neugebauer81)と

称 され るそ の暦 法 で あ った。 エ ジ プ トの 暦 の作 成 法 は独 特 で あ る。 この地 域 で
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はナ イル の 氾濫 が 生 活 上 きわ めて 重 要 で あ っ たが,そ れ は お お む ね7月 に始 ま

り,10月 に お わ った。 氾 濫 の 開始 の 時期 に は シ リウス星 が 約70日 隠 れ て い たの

ち 日の 出 の 直前 に 出現 す る よ うに な る。 こ の よ うな星 の 出現 を ヒ ライ ア カ ル ・

ライ ジ ン グ と よぶ が,シ リ ウス のそ れ をエ ジ プ ト人 は年 の始 め と した。 そ して,

30日 の12カ 月 に5日 の 閏 日を くわ えて1年 と した が,こ れ は実 際 的必 要 か らで

天 文 学 的根 拠 は な か った。 これ で は太 陽年 よ りも1/4日 少 な いが,現 在 の よ う

な 閏年 の方 法 は ロ ーマ 時 代 の前29年 まで 用 い られ な か った(ピ シ ョ 上222)。

シ リ ウス の ヒ ライ ア カ ル ・ラ イ ジ ングの あ と,太 陽 の年 周 運 動 の ため しだ い

に 日の 出 は お そ くな る。 そ こで,最 初,日 の 出 直前 そ れ ゆ え夜 の最 後 に見 えて

い た シ リウス は最 後 の 星 で は な くな り,10日 もす る とほ か の星 が そ の代 わ りを

す る よ うに な る。 こ う して,順 次,10日 ご とに ヒ ライ ア カ ル ・ライ シ ング をお

こな う星 が 交 代 す るが,こ の よ うな星 をdecan(旬 星)と よぶ 。 この デ カ ンが

最 初 に登 場 す る の は 中王 朝 の棺 の 蓋(前1300年 ごろ)で あ る が,そ こで は シ リ

ウス とオ リオ ンの二 つ の デ カ ンだ けが 同定 で きる(Neugebauer58)。 閏 日をの

ぞ く360日 を10日 つ つ36の 区 間 にわ け る と,36の 旬 星 が 必 要 とな る。 も し昼 夜

の長 さが ひ と しけ れ ば,1晩 に はそ の半 分 の18デ カ ン見 え る こ とに な るが,実

際 に は昼 夜 の長 さは ひ と し くな く,完 全 に闇 に もな らな い の で,12個 の デ カ ン

しか見 えな い。 そ こで,夜 は この デ カ ンの数 に よ って12等 分 され て,12時 間 と

され,昼 に10時 問,朝 夕 の薄 明 に2時 間 を あ た え て,1日 は24時 間 と され た

(Neugebauer82-6}o

最 後 に,エ ジ プ トの 医術 につ い て考 察 しよ う。バ ビ ロニ ア と同様 エ ジ プ トに

お い て も,病 の主 な原 因 は悪 霊 の身 体へ の侵 入 とされ,そ れ ゆ え,呪 文 を唱 え

た り,悪 魔 払 い や お浄 め を した り,護 符 を身 につ け る こ とで,病 は癒 され る と

考 え られ た。 第18王 朝(前1500年 ご ろ)に 収 集 され たエ ベ ル ス ・パ ピル ス に は

妖 術 師 と医者 が 協 力 す る とか,ま た,し ば しば彼 らは同一 人物 で,治 療 に呪 い

を用 い て い る証 拠 が 多 数 見 られ る。 た とえ ば,白 内 障 に は粉 に した孔 雀 石 を蜂

蜜 と混ぜ て あ て が い,つ ぎの よ う に唱 え る:「 来 た れ,孔 雀 石 。 緑 な る汝,来

た れ 。 ホ ル ス の 目か ら膿 を出せ 。 ア トウ ムの 目か ら分 泌 せ よ。 オ シ リスか ら生
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じた 液体 よ,来 た れ」。 ほ ぼ 同 時代 の ライ デ ン ・パ ピル ス に は 「わ た しの 四肢

か ら悪 霊 を追 い 出 して ほ しい とい う」 ホ ル ス神 へ の祈 りが 見 られ る。 この よ う

に,治 療 にお い て うった え られ る神 々 は ホ ル ス,イ シ ス,ト ー トと学 者 イ ム ホ

テ ー プで あ った 。 さ ま ざ まな動 植 物 ・鉱 物 に よる薬 剤 の使 用 も また,宗 教 儀 礼

上 の一 定 条件 をみ た す こ とが必 要 と され た。 エ ベ ル ス ・パ ピル ス に は,皮 膚,

眼,口,消 化 器 そ の他 の 内蔵,外 傷 や頭 痛 な どの医術 的処 方 の記 述 が 見 られ る

が,そ の 冒頭 に悪 霊 払 い の 呪文 が 述 べ られ て い る。 しか し,前17世 紀 に筆 写 さ

れ た前3000年 紀 の もの と され るエ ドウ ィ ン ・ス ミス外 科 パ ピルス に は外 傷,骨

折,脱 臼 な どの処 置 を体 系 的 に述 べ る外 科 の手 引 き書 が ふ くまれ,こ こで は48

症 例 中呪 文 の記 され て い るの は1例 にす ぎ ない 。 これ らに共 通 の特 徴 は,問 題

の 記述 に は じま り,診 療 と治 療 可 能 性 の判 断 に い た る症 例 の入念 な配列 で,そ

の 客 観 的 な記 述 の な か で も神 経 系 の 中枢 と して の 脳 の 記 述 は 注 目 に 値 す る

(Lindberg18,ピ シ ョ 上234-52;Clagett17-20)。 い ま,そ の 一 例 と し て

Clagettの 症 例6の 引 用 を借 用 しよ う。

(表題)頭 蓋骨 を粉砕 してその脳 を露出 させ,骨 に達 す る頭部裂傷 に関す る指

示

(診察)頭 蓋骨 を粉砕 してその脳 を露 出 させ,骨 に達 す る頭部裂傷 を汝が診 察

す るのであれば,患 者 の傷 を触診すべ きであ る。溶解 した銅 で形成 され る織 に

似 た頭蓋骨 の破砕 を見 いだ し,そ こに,子 どもの頭部 の頂 点が完成 され る以前

の弱点 の ような規則 的 ・不規則 的 な鼓動 を汝 の指 に感 じよう……患者 は鼻孔か

ら血 を流 し,頚 部 の硬直 に苦 しむ。

(診断)処 置不能 な症状

(処置)だ が,傷 に油脂 を塗布すべ きであ る。傷 に包帯すべ きで はない;患 者

が山場 を迎 えた と知 る まで は,2個 の小片 をあてが うべ きではない。

(註解1,説 明)「 頭蓋骨 を粉砕 して脳 を露出 させ る」 とは,裂 傷が頭 蓋骨 内

部,脳 をつつ む膜 にお よぶ ほ ど広 く開 き,頭 部 内部 に液体 を流 出 させ るこ とを

い う。
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(註 解2,説 明)「 溶 解 した銅 に お い て形 成 され る搬 」 とは,鋳 型 に銅 が 流 し

こ まれ る ま えに嫉 に似 た な にか の異物 が 浮 い て い るの で,鍛 冶 が捨 て て しま う

銅 の こ とをい う。 「そ れ は膿 の/1・波 に似 て い る」 とい わ れ る(19-20)。

エ ジプ ト文化 の全体 的傾向 を概括 す る と,数 学 ・天文学 の領域 においてはメ

ソポ タ ミアの水準 に比 してはるか に遅れていた と言 わ ざるをえない。 と くに,

その算法 の単純 な手法 は数的 な処理 の発 達 を遅 らせ,そ のため天文学 は きわめ

て初歩 的な レヴ ェルに とどまった。 ただ,エ ジプ ト暦 は実 際的には用 いやす く,

その基本 的発想 はその後 の暦法の根 幹 をな し,16世 紀 コペ ルニ クスの ころ まで

つづ くユ リウス暦 の形で継承 され,さ らに,グ レゴ リウス暦 と して現代で も使

用 されてい る点 は注 目され よう。後 に見 るように,バ ビロニ アに発す る占星術

もこのエジプ トの暦法 と結 びつい て発展 し,よ り大 きな社 会的影響 をお よぼす

こ とにな る(Barton19-20)。 一般 にエ ジプ ト文化 にお いて注 目すべ きは,す

で に述べ た ように,宗 教 的色彩 は濃厚 であ るに して も,各 種 の技術,学 芸が メ

ソポ タ ミア文化 と比べ れば宗教 的色彩 が乏 し く実 際的であ る。 この特徴 は純理

論 的追求へ の推進力 の欠如 を ともな うこ とになったが,エ ジプ ト文化 の固有 の

性格 を形成 してい ることは確かで ある。

H古 代 ギ リシアにお ける文化

1古 代 ギ リシア に お け る政 治 と社会

つ ぎ に,紀 元 前5世 紀 末 のペ ル シ ア戦 争 終 了 ご ろ まで の エ ーゲ海 周 辺 地 域,

と くに,ギ リシ ア本 土,小 ア ジ ア,ク レ タ,ミ ュケ ナ イ,イ タ リア南 部,シ シ

リア をふ くむ地 域 の文 化 につ いて概 観 す る こ とに しよ う。

ギ リシア本 土 の地 帯 に は北 方 か ら南 下 した イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 民 族 が 青 銅 時

代 末 期 の 前3000年 ご ろ村 落 を形 成 して い た。 イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 民 族 は イ ン

ド ・ヨー ロ ッパ 語(バ ス ク,フ ィ ンラ ン ド,ハ ンガ リー語 をの ぞ くケ ル ト,ス

ラブ,ゲ ルマ ン,イ タ リ ック,ギ リシ ア語等)を 話 す こ とで特 徴 づ け られ,中
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央 ヨー ロ ッパ と南 部 ロ シ ア(よ り古 くは カザ フス タ ンの キ ル ギ スの 草 原 地 帯)

に起 源 を もつ と推 察 され る(Atlas29)。

この 地域 の 文化 は ク レタ島 の ミノア文 化 に は じま り,ミ ュ ケナ イ文 化 が そ れ

をつ ぎ,ギ リシ ャ本 土 の ポ リス 国家 を中心 とす る文 化 に よ って そ の頂 点 に達 す

る。 前2600年 か ら2000年 に か けて,ク レ タ島 にお いて は伝 説 的 な ミノス王 が支

配 し,印 鑑,銅 貨,青 銅 の短 刀 な どを特 徴 とす る古 代 ミノ ア文 化 を形 成 した 。

そ の後 前1570年 まで は城 塞 化 され て い な い各 地 の宮 殿 は穀 物,油,酒 な どの 巨

大 な倉 庫 を有 して経 済 的 中心 の機 能 を は た し,ギ リシ ア本土,エ ジ プ ト,シ リ

ァ と交 易 し,エ ジ プ ト風 の絵 文 字 の採 用 と石 器 や 陶 器 の生 産 で知 られ て い た。

前15世 紀 まで に はエ ジ プ トに近 い 中央集 権 的 政 治 ・経 済 シス テム と制 海 権 を有

す る国家 が 形 成 され,そ の絵 文 字 は線 文字Aに 変 わ った(Atlas29)。

ギ リシ ア本 土 にお いて は前2500年 か ら1850年 にか けて エ ー ゲ海 周 辺 地 域 で 粕

薬 土 器 を特 徴 とす る農 耕 文化 が 発 達 しつ つ あ り,そ の民 族 の痕 跡 は若 干 の ギ リ

シ ア語 名 詞 の語 尾 形 に認 め られ る。 以 後,前 ユ6CO年 にか けて原 ギ リシア 人 とな

る イ ン ド ・ヨ0ロ ッパ 民 族:イ オニ ア人 とア カ イ ア人,が 小 集 団 にわ か れ て侵

入 し,原 住 民 と混 血 した。 そ の結 果,ア ガ メ ム ノ ンで知 られ る伝 説 的 な ア トリ

デ ス ー 族 の 居 城 ミ ュケ ナ イ を 中心 とす る時代 に は い る(Atlas43)。 ミュケ ナ

イ社 会 は戦 士 階級 に支 え られ た ワナ クス とよば れ る王 が 政 治 ・経 済 ・軍 事 ・宗

教 上 の権 力 をす べ て 掌握 す る官 僚 的 階級 社 会 で,書 記 に よ る克 明 な記 録 の存 在

で 知 られ てい る(Vernant,Origins34-7)。

前15世 紀 の ミュケ ナ イの小 ア ジ アや ク レタ島へ の侵 略 の結 果,前1425年 ク レ

タの宮 殿 は最 終 的 に破 壊 され た。 以後 ミュケ ナ イや アテ ナ イ には 巨大 な城 塞 の

構築 が お こ な われ,バ ル カ ンか ら南 下 す る民 族 へ 備 え たが,前12世 紀 か らll世

紀 末 の あ いだ,ギ リシ ア北西 部 の ドー リア人 た ちが テ ッサ ロニ ケ,ア エ トリア

な どに侵 入 し,海 路 ク レ タ,小 ア ジ ア南 西 部 に達 す る と と もに,陸 路 ペ ロポ ネ

ソス半 島 に はい った結 果,半 島 に先 住 して い た アカ イ ア人 は イ オ ニ ァの 島 々 に

追 わ れ,前12世 紀 半 ば ミュケ ナ イ の諸 宮 殿 は破 壊 され て しま う。 「ギ リシ ア 中

世 」 の こ の時 代,ミ ュケ ナ イの各 都 市 に はポ リスが 形 成 され,古 来 の専 制 政 治
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は王 と戦士 の議会か ら成 る寡頭政治へ と移行 した(Atlas43)。

ポ リスは都市 と周辺地域の住 民 を まとめあげ る自治組織 で,経 済 的独立 と地

方 的な宗教儀礼で特徴 づ け られ,ポ リス相 互の関係 は平和 同盟条約で規制 され

た。 ポ リスはその名称 を住民の居住 地域 か ら借 り,地 域 の神 お よびその定め た

法 に よって庇護 され ていた。ギ リシアの王 制で は王 は絶対 的な権力で はな く,

ゼ ウスが彼 にゆだね た権 力もつ にす ぎなか ったが,ギ リシ ア人が その領土 を完

全 に所有す る と,一 部 をのぞ き,王 制 中心 の政治的統0は 不必要 にな り,上 流

階級が王 にか わ り,大 地主 による貴族 政治 が採用 され るようにな った。 さらに,

少数者 の支配 に よる寡頭政治の出現 を経 て,下 層 中産 階級 や農民 の不満 を利用

した上流階級 出身の王位 纂奪者(テ ユラ ンノス)に よる政治:借 主政治,が 登

場 した。借 主 は職人や農民層 の利益 のため に大地主 中心 の上流 階級 と戦 った。

この ような発展の結果 民主政治が成立 し,権 利 は しだいに多数 の市民層 に属す

ることになった(Atlas43)。

これ らエ ーゲ海周辺 に定住 した民族 はつ ぎの点 を共有 していた。(a)前12世 紀

に さか のぼる,フ ェニキア文字 を表音記号へ と変換 したギ リシア文字。(b)ミュ

ケナイ時代 に由来 し,ホ メーロスの詩歌 を産んだ神話:ア トリデスー族,ペ ル

セ ウス,オ イデ ィプス,ヘ レーネな ど。(c)神殿(デ ル フォイ,デ ロス,サ モ ス,

オ リュンボス)を 共有す る宗教 と制度化 した祭祀 的競技 会:ゼ ウスに捧 げ られ

たオ リンピ ック,ポ セイ ドンに捧 げ られ たイス トモス競技 会な ど。(d)ギリシア

文化 と野蛮 とい う対立概念(Atlas43)。

ところで,前750年 か ら550年 にか けて,ギ リシアによる植民地が各地 に建設

された。 これは海上貿易 と職人階級 の発展,人 口過剰 に起 因 している。 また,

社会的抗争 の結果 と しての政治的植民 とい う理 由 もあ った。 この植民地 には商

業 的 と農業的 の2種 類が あ り,本 国 とは祭祀 と習俗 の同一性で結 ばれ,隣 接 地

域 はギ リシア化 された。植民 はイ タリア南西部,ガ リア南部 にお よんだが,と

りわけ,イ オニアの ミレ トスは黒海沿岸の イオニ ア植民地 の母 国で,東 方貿易

の一大 中心地で あ った。前700年 以降周辺諸 国 と関係 を もち,イ オニア人 はい

た るところその特徴 とす る貨幣経 済 を拡張 した。その後世襲的 な権 力 は大商人
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の 家族 の もの とな ったが,悟 主 制 の も とで も民 衆 の影 響 力 は増 大 した。 だが,

前546年 に は 当時 強大 とな っ たペ ル シ ア の支 配 下 に は い る こ と とな った(Atlas

47)o

そ こで,ペ ル シ ア につ い て 一言 して お こ う。 前1500年 ペ ル シ ア湾 以 東 に ア リ

ア ン人 種 の イ ラ ン人 が北 東 の バ ク トリア ・ソ グ ド人 と南 西 の メ デ ス ・ペ ル シ ア

人 の二 手 に わか れ て侵 入 した 。 以来 ア ッシ リア王 国 と国境 を接 しなが ら,前8

世紀 初 頭 に は北 方 に メデ ィア王 国 が建 設 され,キ ンメ ル族 とス キ タイ族 を撃 退

し,バ ビロニ ア と結 ん で前7世 紀 は じめ に はア ッシ リァ を滅 亡 させ た。0方,

そ の こ ろペ ル シ ア湾 寄 りの 地方 を アケ メ ニ デ ス王 朝 が 支 配 しは じめ,前6世 紀

後半 そ の キ ュ ロス1世 が メ デ ィ ア を征 服 した。彼 は リデ ィア に も勝利 し,イ オ

ニ アの植 民 都 市 をそ の手 に納 め た。 以 後 バ ビロ ニ ア も征 服 し,前6世 紀 か ら5

世 紀 に か け て は ダ リ ウス1世 が 大 ペ ル シ ア帝 国 を建 設 して,前494年 ミレ トス

を破 壊 し,エ ジプ トに遠 征 し,イ ン ドを征 服 して,さ らに,ト ラ キ アや マ ケ ド

ニ ア を も支配 した が,ギ リシ ア諸 都 市 の うちで スパ ル タ とア テナ イの み は屈 し

な か った。 結 局,前490年 マ ラ トンで ア テ ナ イ に敗 れ,ア テ ナ イ の ギ リシ ア に

お け る指 導 的地 位 が 確 立 す る。 前480年 に はペ ル シ ア軍 が テ ル モ ピ レー で スパ

ル タ軍 を破 った が,サ ラ ミス の 海 戦 で ア テ ナ イ海 軍 に敗 北 した。 翌 前479年 ミ

レ トス近 海 で の ギ リシ ア軍 の勝 利 はペ ル シ アの侵 略 を終息 させ,以 後 ギ リシ ア

は文 化 的興 隆 期 をむ か え る こ とに な る(Atlas41,53)。

2古 代 ギ リシア に お け る宗 教

さて,前5世 紀 前 半 まで の ギ リシ ア に お け る宗教 につ い て瞥 見 して お こ う。

まず,2種 類 の古 代 文 化 が ギ リシ ア宗 教 の形 成 に影 響 して い る。0つ は地 中海

的基 層 で,豊 饒 の女神,大 地 も地 下 の 世 界 もつ か さ ど る海 の女 神,周 期 的 に死

に ゆ く春 の神 と地 域 の神 々 とで あ る。 も うひ とつ は前19世 紀 以 降 の イ ン ド ・

ヨ ー ロ ッパ 人 の侵 略 に 由来 す る もの で,法 の 番 人,神 々 の創 造 主,嵐 と光 の神

ゼ ウス と炉(家)の 女神 ヘ ス テ ィアで あ る(Atlas45)。

前17世 紀 以 降 これ らの意 想 は ミノ ア文 明 の 影響 下 貴族 的 な ク レタ ・ミュケ ナ

イ社 会 に お い て融 合 し,ゼ ウス,ヘ ー ラ,ポ セ イ ドン,ア テ ーナ イ,ヘ ル メ ス,
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アルテ ミス,ア ポ ロ ン,エ イ レーテ ユイア(後 のデ ィアーナ),そ して,お そ

ら くは,デ ィオニ ュソス とい う神 々 とな った。 ミュケ ナイ階級社 会の封建 的宗

教 は,さ らに,ホ メーロスの歌 う貴族的宗教へ と変身す る:天 の神 ゼ ウス,そ

の妻で家庭 と結 婚の女神 ヘ ーラ,大 地 の神 デーメーテール,海 の神 ポセ イ ドン,

鍛 冶屋 の神 ヘ フ ァイス トス,軍 神 ア レス,純 潔 ・知識の神 アポ ロ ン,そ の妹狩

猟 の女神 アルテ ミス,愛 の女神 アフロデ ィテ,交 易の神 ヘル メス,学 芸 の神 ア

テーナイ。 ほか に 自然 力,天 体(日,月),抽 象概 念(希 望,闘 争)の 人格化

とい った地 方神 も存在 した(Atlas45)。 だが,ギ リシ アの宗教 には 「確 定 し

た教義 も教典 もなか った。古代 のギ リシア人 に とって宗教 とは,… …何 よ りも

供犠 や祭儀挙行 などの行為 その ものであ った」(桜 井19)。

ギ リ シ ア 人 の 宗 教 心 の 特 徴 は 〈人 間 と神 々 との 日常 的 共 存〉 に あ る

(Vegetti256)。 ギ リシアに は祭祀執行 の職業 的神 官 は存 在せ ず,一 定期 間す

べ ての市民 が祭祀 をお こない,ま た,宗 教上の真 理 を判定 す る階級 的教会制度

も守 るべ き強制 的教義 もなか った。世界創造神 話 にお いて も神 々 は中心 的役割

を演ず ることな く,ギ リシア語 には 「宗教」 にあた る語句 も存在 しない。 もっ

とも近いeusebeiaな る語 も神 への畏敬 をあ らわす祭礼 の実行 を,「信仰」 の語

も神 に儀礼上 の配慮 をささげる ことを意味 したにす ぎない(Vegetti256)。

これ らの特徴 を形成 した要 因は二つあ って,ホ メーロス(前9世 紀半 ば)の

イ リアスやヘ シ オ ドス(前8世 紀半 ば)の 神 統系譜 論 を代 表 とす る叙事詩 とそ

れ をお ぎな う図像 的表現 とであ った。叙事詩 はギ リシアにおいて代 々継承 され

て きた神 々 と世界 を支配す る超 自然的 な力の匿名の神話 的な説 明に由来す るが,

この多神教 的な混乱 した伝統的 な説明方式 を叙事 詩 は擬 人的 につ くりかえて,

一種 の知 的革命 をな しとげた といわれる。それ は主人公 の名前 や性格,出 来事

の場所 な どを明示す る ことで,貴 族制時代 のギ リシア文化 お よびその植民への

努力 との関連 で神 々の世界 を擬人 的に描 きだ したのであ る。そ こで ほ神 々は美,

力,知 性 を極 限 にまでたかめて不死性 を付 与 された英雄 として表現 された。人

間 と神 とのあいだ をへ だて る閾 は詩人の想像 力の産物 で,た えず こえ られ る と

ともに両者 を結 ぶ絆 も存在 した。そ こで,神 と人間の世界 はたえず重 な りあ っ
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ていた(Vegetti261-3)。

この ような神 々はポ リスの枠組 み とい う公 的生活 の社 会的空 間にはめ こまれ

て決定 的な変革 をこ うむ り,オ リュ ンボスの神 々 は市民 たち とおな じくポ リス

へ の奉仕 を要求 され るこ とになった。 この奉仕 とはポ リス を防御 し,そ の繁栄

を保証 し,都 市 の活動 を援助 し,守 護す るこ とであ った。戦争,植 民地建設,

法律 の制定,条 約の締結,婚 姻 の成立 とい ったすべ てが神 の庇護 の もとで お こ

なわれ,一 定の儀式 と供犠 とが もとめ られた。 人間 と神 との この市民性の共有

は都 市の 中央,そ の公 的空 間の中心 で,都 市 のあ らゆる場所 か ら見 とおせ る神

殿 に よって表現 された。神殿 は公 開で全市民 の共有物 であ り,そ の儀 式 は都市

の一体化 の表現 として緊密 な市民組織 の一環 と見 な された。神殿 を運営 し,儀

式 を主催 す る神官 も行政職 同様,選 挙 も しくは くじ引 きで選 出 され たのであ る

(Vegetti267-9)。

神 々へ の生 け賛 は神 と人間のあいだの友好 の証で,ギ リシア人 に とって特 別

の意味 を もっていた。生 け賛 の起源 は動物 の肉の食用部分 を人 聞に,他 の部分

を神 にの こ した プロメテ ウスの好計 にあ ったので,人 間 と神 とのあいだ には食

事 を ともに しえない亀裂が生 じた。 そ こで,神 が生 け賛 の宴席 を主催 す ると き,

人間 は神 が浄めた肉 を食す る ことで この亀裂 を うめあ わせ るこ とになった。 こ

の供儀 とそれにつづ く宴会 はパ ンアテナ イ祭 の ようにお祭 り気 分でお こなわれ,

社 会集団の まれ にみ る自己昂揚 の事例 といわれ る。前5世 紀の アテナイは実 に

各 年100日 をこの種 の祭典 についや した とい う(Vegetti269-70)。

しか し,こ の ような 祭礼 はギ リシア宗教 の陽の部 分で,対 立す る陰の部分 も

あ った。それは英雄 的なオ リュンボスの神 々の支配で きない,目 に見 えぬ 〈死

の恐怖〉 に関す るもので,黄 泉 の国の神 ハデ スは祭礼 も神殿 ももたぬ神 であ っ

た。見 る こ と も語 る こ ともで きぬ稼 れ と見 な され るすべ て はオ リュンボ スの

神 々の領域 か ら排除 され,異 なる宗教 的要求 を生ぜ しめて,そ こか ら秘儀 とそ

の伝授 とが発生 した。 ポ リス と密接 に結 びついていたギ リシアの宗教 において

は,不 敬(asebeia)と は個人 のポ リスへ の統合 の拒 否 を意味 していたが,他 方

個 人的な秘儀伝授 に よっては じめて加 入で きる制限 された非市民 的 な小集 団 も



古代エジプ トお よび古代 ギ リシアにおける知の系譜(31)

存 在 して,こ の 秘 儀iが ミ ュ ス テ ー リ ア(mysteria)に ほ か な ら な か っ た

(BrissonlV2870)。 だ が,ギ リシ ア に お い て は こ の秘 儀 も特 定 の 人 々 に 限 定

されず,異 国 人,奴 隷,女 性 をふ くむ全 市 民 に 開 か れ,ポ リス の構 成 員 とい う

以 上 に,個 人 す べ て に む け られ て い た(Vegetti271)。 ア テ ナ イ北 西 の古 都 エ

レ ウシ ス の秘 儀 で は死 と再生 の循 環 と救 済へ の希 望,死 か らの逃 避 が 言 及 され

て い る。 しか し,ア テ ナ イで はエ レウ シス の秘 儀 も制 度 内 に しっか り組 み 込 ま

れ,ア テ ナ イ民 主 制 度 の発 展 史上 重 要 な意 義 を もつ もの とな っ た(桜 井80)。

とこ ろが,ギ リシ アの伝 統 的心 性 で あ る 〈浄 め〉 に 関連 す る秘儀 を もつ宗 派

で は事 態 が こ とな る。 そ もそ も,ギ リシ ア の神 々 は 〈力〉 で あ り,そ の組 織 は

力 の序 列 か らな り,人 格 神 の形 成 に必 要 な個 体 化 の概 念 は神 に も人 間 に対 して

も存 在 しな か っ た(Vernant,Mythe362)。 ゼ ウ ス さ え,そ の 力 の 局 面 に応 じ

て 「王 ゼ ウス 」,「救 い 主 ゼ ウス」,「恵 み深 きゼ ウス」 とい っ た異 な る呼称 を も

っ た(Vernant,Mythe363n.23)。 また,ギ リ シ ア語 の 〈聖 な る〉(hieros)は

「強 い」 を語 源 と し,自 然 や 人 間生 活 に干 渉 す る超 自然 的 な力 を意 味 し,祭 儀

に 関 す る諸 事 を 内容 と して い た。 そ して,〈 椴 れ〉(miasma)は 社 会 的秩 序 を

維持 す る神 々 の特 権 や掟 を犯 し,祭 儀 の聖 な る場 所 に侵 入 す る こ とを表現 して

い た。 そ れ は通常 の 法律 を こ え罪 あ る人 間 に神 が 復 讐 を くだす 罪 科 で あ っ た。

こ の 汚 れ を洗 い な がす の が 〈浄 め〉(katharsis)で,こ の発 想 は哲 学 に も影 響

して,人 生 そ れ 自体 が 肉体 か らの 浄化 の過 程 で,霊 魂 は最 終 的 に 肉体 の輻 か ら

解 放 され る とい う思 想 を生 ん だ(Vegetti258-61)。

デ ィオニ ュ ソス 派 とお な じ文 化 ・社 会 的環 境 にお いて 前6世 紀 に生 まれ,秘

儀 とそ の伝 授 に よ って名 高 い オ ルペ ウス派 は,ス キ タイ人 に由 来 す る とされ,

不 死 に対 す る イ ン ドーペ ル シ ア的 な信 仰 を説 い た。 この宗 派 は浄 め に関連 す る

宗 派 の代 表 で そ の特 徴 をそ な えて い る。 社 会 的 に は ポ リス社 会 の疎 外 者 に結 び

つ き,オ リュ ンボ ス に統 合 され ぬ代 替 物 と して 出現 した。信 者 の純 潔 を結 果 す

る規則 や戒 律 に縛 られ た生 活 が 救 済 と浄 め の道 をえ らん だ少 数者 を他 の稜 れ た

市 民 た ち と区 別 す る と説 い た ので あ る(Vegetti273)。 オ ルペ ウス 派 の神 統 紀

に よれ ば,初 期 の混 沌 か らゼ ウスが 誕 生 し,ゼ ウス とそ の 母 デ メ ーテ ー ル の娘
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コ レー とのあいだの子 と してデ ィオニ ュソスが生 まれ,彼 が王位 につ くと,こ

れ に嫉妬 した巨人がデ ィオニ ュソス を誘 いだ して殺 し,八 つ裂 きに して食べ て

しまう。 これ を知 って怒 ったゼ ウスは巨人 たちを雷撃 して焼 き殺 す。その とき,

巨人た ちか らたち昇 った蒸気 か ら人間が誕 生 した(BrissonIV2885-6,V66)。

伝承 で は,オ ルペ ウスは トロイ戦争以前 のギ リシア最初の詩入,詩 神 カ リオペ

の息子,ト ラキアの王子 とされ,音 楽家,歌 手 として も名 高 く,彼 の歌 は野獣

をも魅 了 した(BrissonIV2873-4)。 彼 自身 の伝説性 は もとよ り,オ ルペ ウス

教 の実在性 もまた疑問視 され る ようになってい るが,ド ッズ はつ ぎの ように結

論 している。 オルペ ウス派 において三つの こ とが教 え られていた ことは しっか

りした典拠 に もとつ いて言 え る。す なわち,肉 体 は霊魂 の牢獄で ある;菜 食主

義 は生活上 の本 質的な掟 であ る;罪 のい まわ しい結果 は,こ の世 において も次

の世 において も,祭 儀 的手段 によって これ を洗 い去 ることがで きる,の 三つで

ある。 いわゆる 「オルペ ウス教 的」教説 の中で もっ とも有 名な もの は魂 の輪廻

転生で あ るが,こ の教説が教 え られていた とい う事実 は古典 時代 の誰 に よって

も直接 には証拠 だて られてい ない(183)。

オルペ ウス派 と表裏一体 となって発展 したデ ィオニ ュソス派 の祭儀 の社 会的

機能 も本質的 に浄化で あった。 アポ ロ ンがいつ も最 良の社 会的秩序 の中で安定

の守護神 として働 いたの に対 して,デ ィオニ ュソスは 「悦 びの神」 と して社 会

か ら疎外 され た 「自由な平 民」 だ けで な く奴隷 に さえその悦 び をあたえる民衆

の神で あ った。個 人が は じめて家族的連帯 か ら離脱 し個人 的責任 の重荷 を担い

は じめ たアル カイ ック時代 にデ ィオニ ュソスの祭儀 は神 愚 り的な狂乱の舞 踏 に

よって個人 を責任放 棄の衝動 か ら解放 したのである(ド ッズ93-5)。

古 くか らピュ タゴラス派 とオルペ ウス派 との関連 を述べ た文書が存在 してい

るが,両 者が どの程度 の関連 を もっていたのか は明 らかで はない。 ドッズは両

者が ともに菜食主義 であ ったが,ピ ュタゴラス派 のアポロ ン中心 と貴族主義,

理性主義 に対 して,オ ルペ ウス派のデ ィオニ ュソス中心 と非貴族主義,神 話的

思考 とを明瞭 な差違 点 と して あげている(211n.95)。 前4世 紀 には医学の神 ア

スク レビオスの宗派が アテナ イに出現 したが,人 々のあいだでは しだいに この
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種 の混清 的宗教へ の疑惑が強 くな り,神 話信仰 は合理 的理性 の発展 とともに社

会的に も思想 的に も動揺 を きた して多 くの軋礫 を生 む ことにな った。

3古 代ギ リシア にお ける文字 ・算法 ・暦 法

さて,こ の地域 にお けるその他 の文化 ・思想 の面 に眼 を転ず る ことに しよう。

まず,基 本的 な文字 について言 えば,エ ジプ トの絵文字 の影響下 に出発 したク

レタの線 文字Aは 前1700年 か ら1500年 にかけて,つ いで,よ り簡略化 された線

文字Bが 前X200年 にか けて用 い られた。 それ以後,フ ェニ キア文字か ら発 した

ギ リシア文 字が前12世 紀 には じまる ドー リア人の侵攻 を機 にギ リシア全土 にひ

ろ まった。表音記号 と しての フェニキア文字 は模 形文字やエ ジプ ト文字 に比べ

て筆記 をはるか に容易 に し,オ リエ ン トにおいて神官 ・書記 とい う特 定集団 に

ゆだね られていた筆写 の仕事 を一般 に解放 して,以 後の文化の伝播 お よび教 育

に貢献 す るこ と多大 であ った。 ギ リシアにお ける理論的知識の飛躍 的な発展 に

対 す るギ リシア文字 の影響 はい くら評価 して も過大 にす ぎるこ とはない。

数記法 は10進 法 を採用 し,エ ジプ トとほぼおな じ水準 にあ って,そ れ に もと

つ く算法 も他民族 に比べ て容易 とい うこ とはなか った。古代 ギ リシアの暦法 も

バ ビロニ アのそれに近 く,8年3閏 の法 を採用 した陰陽暦 で,1年 は夏至 には

じまった。 ミノア文化 とスパ ル タにおけるこの8年 周期 と政治体制 お よび宗教

的祭祀 との関係 も指摘 されて い る(Vernant,Mythe379n.15)。19年7閏 の法

はその周期 が メ トン周期 と して前5世 紀 に知 られてい たが採用 されなか った。

エ ジプ ト伝来 の方法で1日 は24時 問にわけ られたが,年 号 の定め方 は都市 によ

って異 な り,権 力 者や巫女が 定め た時期 もあ ったが,前300年 にな る と歴史家

はオ リンピァー ドを基準 と して用 いる ようになった(ピ シ ョ 下41-2)。

この ように,古 代 オ リエ ン トの文化 を特徴 づ けていた実 際的な技術 と知識 の

範 囲においては,前6世 紀以前 のギ リシアが特別 す ぐれていた と主張す る根拠

はない。 ただ,絶 対君主制 を制限す る寡頭 制,借 主制,民 主制 の採用 において

ギ リシアの政治 ・社会 は特 異であ ったの と同様 に,実 際 的な効用 を求 めない理

論 的な知識 の領域で は,他 の地域で は見 られ なか った独 自の特徴 を発揮 して い

る。 それは通常 「自然哲学」 とよばれ る領域 で,い ま,そ の主要 な特質 につ い
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てのみ考察 してお く必要が ある。

4古 代 ギ リシアの思想

自然哲学者 の主張 の吟味す る まえに,彼 ら以前(前7世 紀前 半 まで)の ギ リ

シア思想 の特徴 につ いて考察 してお こう。古代 ギ リシアの代 表的作 品 といえ ば,

まず,ホ メー ロスのオデ ュセ イア とイ リアス をあ げなけれ ばな らない。ホメ ー

ロスは,ヘ ロ ド トスに よれ ば,前9世 紀 半 ばに生 きた小 アジアのギ リシア人 と

いわれる。彼 の叙事 詩 にお ける説 明様式 は 「ホ メーロス宗教 なる もの はまった

く宗教 的で ない」 とい う古典学者の主張があ るほど非 宗教 的で合理 的 と もい え

る ものであ るが,そ れ には注 目すべ き特徴 があ る。 ドッズ に よれば,『 オデ ュ

セイァ』 の最大 の特徴 は,登 場 人物 たちがあ らゆ る種類 の(肉 体 的な らびに)

精神的事件 を,無 名で不定の ダイモ ー ンもしくは 「神」 もしくは 「神 々」 の介

入 に帰 す る,と い う点 であ る。 これ らの曖 昧模糊 とした存在 は,『 イ リアス』

で神 々がす る ように,危 機 に際 して勇気 を吹 き込 んだ り,分 別 を取 り去 った り

で きるので あ る(13)。 ある人物 が 「胸 の内 にメ ノス(精 神 的な力,勇 気)を

感ず る」 と き,ホ メー ロス に よれ ば,「 そ れ は神 の 業 で,あ る神 が彼 の 内 に

「メ ノス」 をお いたのだ」 とい うことになる(10-1)。 これは古代 ギ リシアの教

養の 中心 をなす ホメーロスの叙述方法 と して,当 時 の基本的 な説明様 式 と考 え

るこ とがで きるであろ う。

前8世 紀半 ばボイオテ ィア出身のヘ シオ ドスは,古 代 オ リエ ン トの伝統 をひ

くともいえ る創 世神話 を 『神統 系譜論』 で述べ てい るが,「 ギ リシア的奇跡」

とも称 され る基本的変革が世界 の創造 とその構 造の説明様 式 に現 れ は じめたの

は前7世 紀末 イ オニアの 自然哲学者 の出現 とともにで あった。そ して,ホ メー

ロス,ヘ シオ ドス と自然哲学者 たちの出現 をわける きわめて重要 な社 会的事件

は前8世 紀 か ら7世 紀 にかけての貨幣経済 に もとつ く商業の発展 と平等 な権利

を有す る市民 か らなる本来 の意味で のポ リスの成立であ った。 この社 会 ・政治

体制 の変革 は思想 の領域 において も決定 的な影響 をあ たえたのであ る。

ソクラテス以前の ギ リシア思想 を概 観す るにあた ってはつ ぎの点 を考慮 す る

必要が ある。 まず,哲 学,自 然,宇 宙,魂,精 神 な どの用 語が現代 とまった く
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意味 を異 に している ことで ある。つ ぎに,ソ クラテ ス以後の思想 家た ちに くら

べ て信頼 で きる資料が きわめて貧弱 なため,記 述 は多 くの推測 に もとつ か ざる

をえない。 さらに,当 時 の思想家 たちが後代の 「職業的哲 学者」 で はな く,民

主制下 のポ リス国家 における一市民で,ほ とん どが政治 と深 く関わ り,学 者 と

してのみ生活 していたわけで はない。 これ らの点 に留意 して ソクラテス以前 の

思想 につ いてい くつ かの特徴 をあ きらか にす るこ とに したい。

これ らの思想家 たちは地理的 につ ぎの特徴 を もつ 。多 くが小 ア ジアのイオニ

ア地方 の出身 である:ホ メーロス;ミ レ トス学派の タレス,ア ナ クシマ ン ドロ

ス,ア ナ クシメ ネス;ヘ ラク レイ トス;南 イ タリアで活躍 した ピュタゴ ラス と

クセ ノバ ネス;エ レア派の メ リ ッソス;ア ナクサ ゴラス;医 聖 と称 され た ヒ ッ

ポクラテスな ど。例外 的 とよべ るの は南 イタ リアの都市エ レア出身のパ ルメニ

デス とゼ ノン;シ シ リア出のエ ンペ ドク レス とゴルギアス;ト ラキアのアブデ

ラ出身 のプロ タゴラス,レ ウキ ッボス,デ モ ク リ トスな どである。 しか も,こ

の地理的分布 は思想面 において も注 目すべ き相違点 を示 している。 イオニア学

派 を中心 とす る東部 にお ける自然 の 自立性 の主張 とイタリア南部 を中心 とす る

西部で の入間への深 い関心であ る。以下,こ れ らの点 につ いてす こ し詳 しく見

てみ よう。

前7世 紀 後半 以降の イオニ ア地方 は当時 の先進 的な地域 メソポ タ ミアに接 し,

海路エ ジプ トとも容易 に往来で きる位 置 にあ った。前700年 以 降は貨 幣経済発

祥 の地で ある とともに東 西交流 の要衝 で,経 済的に繁栄 して大商 人が台頭 し,

政治的 に も力 をえて きた。 とくに,ミ レ トスは黒海沿岸 の90に お よぶ都市の首

都 として政治 ・文化 の中心であ った。 タ レスの水,ア ナ クシマ ン ドロスのアペ

イ ロン,ア ナ クシ メネスの空気 とい う 「アルケ ー」,つ ま り,原 物 質(元 素)

は,世 界万 物の組成 あ るい は生成 を凝縮 や希 薄化 とい った 自然的 な機構 に よっ

て 〈説明〉 しようと試 み,神 の意志 や業 にうったえ る神話 的叙述 をこえて,合

理性 を指 向 してい る点が きわめて注 目に値す るので ある。

しか し,こ こで彼 らを 「自然哲学者」 とよぶ ときの 「自然」 についてつ ぎの

点 を指摘 してお こ う。古代 ギ リシア人た ちは神 と共存 していた。 それゆえ,彼
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らを と りま く世 界 は,無 生 物,人 間 をふ くむ生 物 と神 とが 共存 ・共生 して い た

世 界 で あ って,現 在 わ れ われ が 意識 す る 「人 間 をふ くむ と して も意 識 的存 在 と

して の 人 間 と と もす れ ば対 立 す る 自然 」 の概 念 を彼 らは もちあ わせ て はい な か

った。 この種 の概 念 は長 い伝 統 の所 産 で あ る。現 に 「自然 の総 体 を意 味 す る語

と して は,パ ン タ(タ ・パ ン タ,ト ・パ ン),コ ス モ ス が前6世 紀 後 半 に用 い ら

れ始 め,ピ ュ シス が そ れ よ りも半 世 紀 ほ ど遅 れ て使 用 され て い る」(広 川26)

とい う指摘 が あ る。 それ ゆ え,通 常 「自然 」 と訳 され る ピ ュ シス の語 は前5世

紀 は じめ ご ろか ら用 い られ た と考 えて よい 。 そ こで,こ こで は 自然 とい う語 を

濫 用 せ ず に われ わ れ を と りま く環 境 全 体 を単 に 「世 界 」 とよぶ こ と に しよ う。

そ の と き,ミ レ トス学 派 の仕 事 と は,ま ず,世 界 の説 明 か ら神 を放 逐 す る こ と

を特 徴 と して い た と言 え よ う。

しか しなが ら,イ オニ アの 自然 哲 学 と神 話 との あ い だ に あ る種 の 類似 性,と く

に構 造 的 な類 似 性sを 指 摘 す るF.M.Confordの よ うな学 者 もい る。た と え ば,

ヘ シ オ ドス の 『神 統 系 譜 論』 は世 界 の創 造 を概 略 つ ぎの よ う に述 べ て い る:ま

ず,何 の 区別 もな い カ オ ス,つ いで 大 地(ガ イ ア)が 生 ず る;カ オ ス か らエ レ

ボ ス(地 下 の暗 闇)と 暗 い夜 とが,ま た,エ レボ ス と大 地 の愛 情 関係 か ら輝 く

光(ア イ テ ール)と 昼 が 産 まれ る;つ いで,大 地 は天(ウ ラ ノス)を,さ らに,

高 い丘 と海(ポ ン トス)を 産 む。 ア イテ ール と昼 以外 の これ らの継 続 的 な 出現

は対 立 物 の結 合 原 理 で あ る 〈エ ロス〉 の ゆ えで はな く,も っ ぱ ら,分 離 の原 理

に よ る もの と され る(Pincipium193-5)。 コ ンフ ォー ドに よれ ば,は じめ に無

差 別 の 状 態 が存 在 す る。 つ ぎに,分 離 に よ って温 冷,乾 湿 とい う対 立 の組 が 出

現 して,空 間 を 四つ の領 域 に分 け る:火 の 天,冷 た い空 気,乾 い た大 地,湿 っ

た海 。 最 後 に,季 節 の 交代,動 植 物 の生 死 の よ う に,際 限 の な いサ イ クルで こ

れ らは相 互 に作 用 しあ い,結 合 しあ う。 イ オニ ア学 派 の基 本 的 な概 念 は,こ れ

と同様 に,原 初 の 統 一 か らの分 離,対 立 物 の絶 え る こ との な い 闘争 と結 合,サ

イ ク ル 的 な変化 に も とづ き,神 話 的 な発 想 の基 盤 をあ き らか に して い る。 哲 学

者 た ち は説 明 の体 系 を発 案 した とい うよ りは,む しろ,伝 統 的 な発 想 を構成 し

な お した とい う こ とに な る(Principium165-71;FromReligion60-72)。
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彼 の意 見 で は哲 学 者 た ち は異 な る言 語 で神 話 的 な世界 創 造 論 を展 開 した こ と

に な るが,問 題 はなぜ 彼 らが 神 話 と異 な る記 述様 式 を採 用 した の か で あ る。 ヘ

シ オ ドス の神 性 をお び た ガイ アそ の他 に対 して,自 然 哲 学 者 は神 か ら独 立 した

概 念 を発 案 した。彼 らは定 冠 詞toを つ けて,温 め,冷 や し,乾 か し,湿 らす

作 用 そ の もの,超 自然 的 な そ れ で は な く,日 常 世 界 で 見 られ る卑 近 な作 用 を語

って い る(Vernant,Mythe378-80)。 イ オニ ア学 派 の説 明様 式 は神 の 登 場 しな

い 世 界 に内在 す る機 構 に う った え て説 明 しよ う とす る もの で,神 な き世界 とい

う形 で の あ た ら しい 〈自然 概 念〉(physis)の 到 来 を告 げ る もので あ った。

お な じよ うな発 想 は原 物 質 と して火 を採 用 し,そ の希 薄化 と凝 縮,さ らに,

対 立 とい った仕 組 み に よ って,万 物 の 生 成 と変化 を説 明 しよ う と した,前5世

紀 前 半 のヘ ラ ク レイ トス につ い て も言 え る。 さ らに,タ レス とヘ ラ ク レイ トス

にお い て は 〈必 然 性〉(anagke)の 語 が 用 い られ て い る こ とを指 摘 して お こ う。

タ レスで は 「必 然 性 が(万 物 を)支 配 して い る」 とい う表 現 が見 られ(DK.A

1;171,12),ヘ ラ ク レイ トス に お い て は 「す べ て は必 然 性(あ る い は 運 命

(heimarmene))に した が う」 と述 べ られ て い る(DK.A;1145,37)。 事 象 の

原 因 を人格 化 した個 別 的原 因 に求 め る発 想 にお いて は,例 外 的事 象 はそ れ に固

有 な原 因 に よ って説 明 され る こ とが 許 され るで あ ろ うが,す べ て を支 配す る必

然 性 が 主 張 さ れ る と き に は例 外 的事 象 は そ の ま まで は 許 容 され な くな る。 ホ

メ ー ロ ス的 な 「ダ イモ ー ン も し くは神 の介 入 」 に帰 す る こ とは全 体 に通ず る説

明 方 法 の破 綻 を意 味 す る か らで あ る。 この よ うな意 味 で の 〈必然 性 〉 が どれ ほ

ど明 瞭 に意 識 され て い た か は別 に して も,彼 ら と と もに 自然現 象 の把 握 が以 前

とは ま っ た く異 な る様 相 をお び,世 界 の必 然 的 な内在 的機構 に依 存 しは じめ た

こ とは否 定 で きない 。

っ つ いて,前5世 紀 に は多 元 論 が登 場 して くる。 前5世 紀 半 ば に活 躍 した エ

ンペ ドク レス は,民 主 政党 党 首,医 者,詩 人,「 風 を止 め る こ との で きた」 魔

術 師,山 師 で あ った とい わ れ るが,そ れ以 後 の ギ リシ ア 自然哲 学 で重 要 な役 割

を演 じた4原 物 質論 の創 始 者 で,火,空 気,水,土 の 四つ の 原物 質 を主張 し,

そ れ らが 引 き寄せ る愛 に よ って ひ とつ の配 列 を構 成 した り,敵 対 す る憎 しみ に
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よ っ て 分 離 され た りす る,と 述 べ た(DK.A28-30)。 自然 は循 環 的 な機 械 論

的必 然 性 に支 配 され,プ ラ トンに よれ ば 「運命 と一 般 に よば れ る必 然 性 は,エ

ンペ ドク レス に よれ ば,愛 と憎 しみ に よっ て構 成 され る総 体 で あ る」(DK・A

49}o

また,多 元 論 者 の ひ と りに アナ クサ ゴ ラス が い る。 彼 は前480年 ご ろ ア テ ナ

イ に定 住 し,ア テ ナ イで の 哲 学 活動 の先 駆 者 と な った 。彼 は ソ ク ラテ ス の 師で

あ り,ペ リク レス を は じめ アテ ナ イの 知識 人 た ち に大 きな影 響 をあ た え たが,

当 時盛 ん に な っ た反 啓 蒙 運 動 の犠 牲 とな り,前430年 ごろ不 敬 罪 に 問 わ れ亡 命

した。 彼 は どこ まで 分 割 して も均 質 な原物 質 と して の火,水,金 な ど を認 め た

多 元 論 者 で あ ろ う と推 察 され る。彼 は宇 宙 に秩 序 をあ た え るヌ ウス につ い て述

べ て い る(DK.B12)が,こ こで は,む しろ,彼 が エ ンペ ドク レス と と もに空

気 の物 体性 を水 時計 の 管 に空気 を満 た した ときの抵 抗 に よ って実 証 した とつ た

え られ て い る こ と(DK.A68-9),ま た,「 雷 は 雲 間 に消 え る火 で あ る」(DK.

A84)と 「虹 は厚 い雲 の上 の太 陽光 線 の 反 射 で あ る」(DK.A86)と い う主 張

に注 目 して お こ う。'

彼 よ りも若 く,前5世 紀 半 ば か ら後 半 にか け て活 躍 した い わ ゆ る原 子 論 者 レ

ウ キ ッボ ス とデ モ ク リ トス は,大 き さ も数 も無 限定 な原 子 の渦 状 運 動 に よって

あ らゆ る合 成 物 が 産 み 出 され,火,水,空 気,土 も合 成 され る と主 張 した。 し

たが って,彼 らは空 間 と物 質 とを分離 し,原 子 の動 く場 所 と して の虚 空 を認 め

た。 こ れ は従 来 の ギ リシ ア思 想 の特 徴 で あ る連 続 的 な充 満 体 と して の世 界 を否

定 す る もの で,同 時 に,彼 らは事 物 はす べ て,魂 もふ くめ て,旋 風 に よって 産

み 出 され,こ の旋 風 を彼 らは必 然 性 と呼 ん だ の で,す べ て は必 然 性 に よって 支

配 され る と考 え た。 「い か な る事 柄 も偶 然 に は生 じな い,す べ て は必 然 性 に よ

って生 ず る」(DK.LeukipPosB2)。 そ して,い か な る ロ ゴス もヌ ー ス もな く,

ア リス トテ レス の言 うよ うに,「 いか な る 目的 因 もな く,機 械 的 な必 然 性 に よ

って支 配 され て い る と主 張 して い た」(DK.LeukipposA7-9,DemokritosA1,

64)。 この 原 子 論 者 と アナ クサ ゴ ラス の あ い だ に は機 械 論 的 必 然 性 に服 す る魂

とそ れ とは独 立 な ヌ ウ ス とい う対 立 的 な主張 が認 め られ る こ とは注 目 して よい
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であ ろ う。

これ まで述べ た思想家た ち と異 な り,ギ リシ ア西端 に位置す るイ タリア南部

において前6世 紀 後半 に活躍 していたのが ピュタゴ ラスであ り,さ らに,前5

世紀 に活躍 したのがエ レア派の人々であ った。 これ ら両派の思想 は自然探 究 よ

りもむ しろ理論の展 開の方法その もの,数 と論理 の方 に関心が向 いて いた こ と

は興 味ふかい。

ピュタゴラス はメ ソポ タ ミアのみな らず,ペ ルシアに も赴いて ゾロアス ター

教 に もふれ,ま た,エ ジプ トに も旅 を した ともい われ,そ の後,サ モスでの専

制君 主 との政治 的諄 いの末 に南 イ タリアの クロ トンに居 をさだめた。彼 の学派

はオルペ ウス派 とも関係 を もち,数 秘術 を中心 とす る秘密結社 的色彩 をおびた

ものであ った といわれ るが,こ の学派 の特徴で あった 〈数理思想〉がすべ て神

秘思想 に類す る もので あ ったわけで はない。

この学派 は数 の表現法 と して注 目すべ き幾何学 的図形 を採用 した。奇数列 の

和 は1+3+5+…+(2n-1)=n2が 示す ように正方形 で表現 され,

偶数列 の和 は2+4+6+…+2n=n(n+1)が 示す ように長方形 に

よ って,さ らに,連 続 す る奇数 と偶数 の和 は1+2+3+4+…+n=

(n(n+1))/2が 示す ように三角形(nとn+1の 辺 をもつ長方形 の面積の

半分 を もつ三角形)に よって表現で きる。 また,そ の約数すべ ての和 に等 しい

数,た とえば,6=1+2+3は 「完全 数」 とよばれ,10=1+2+3+4は

最初 の4個 の整数すべ てをふ くみ,1は 点,2は 線,3は 面,4は 立体 を表 わ

す と考 えられたか ら,特 別 な数 としてテ トラクテ ユス と名づ け られた。 この よ

うな数 の特性 につ いての考察 は実用的 な 目的 とはほ ど遠 く,い わば理論的 な興

味 か ら発す る と言 って よ く,ま た,そ の考 察 に見 られる幾何学 的性 格 は彼 らの

心性 を幾何 学へ と向 け るの に貢献 した と考 え られ る。 「ピュ タゴ ラスの定 理」

の証 明が本来 どの ような形 であ ったか はあ きらかで はないが,直 角三角形 の辺

の うえの正方形 を正方形数で表現 すれば,視 覚 的 にそれ らのあいだの関係 が表

示 で きるケース(辺 の比が5:4:3の ケ ース)の ある ことを考 えれ ば,元 来

の証 明がそ の ような発 想 に由来 していた こ とも十分想像で きる。
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ピ ュ タゴ ラス派 は数 の基 本 的 な性 質 の 考 察 に くわ えて,3個 の 数 の あ い だ の

つ ぎの比 例 関係 に 関心 を抱 い た 。 算 術 比:a-b=b-cの と き,b=(a+c)/2;

幾 何 比:a/b=b/cの と き,b-v/-ac;調 和 比:a-b/b-cニa/cの と き,b=

(2ac)/(a+c)。 と くに,調 和 比 は この学 派 独 特 の もので,そ れ が音 程 を支 配

して い る こ との認 識 は,音 楽 の 数学 的考 察 を促 し,後 世 音 楽 を数 学 の0分 科 と

み なす 伝 統 を構 成 す る こ とに な った。12,8,6は 調 和 比 をなす が,そ れ らの

あ い だ の比例 関係,12/6,12/8,8/6(つ ま り,2/1,3/2,4/3)は,そ れぞ れ,

自然 音 階 にお け る8度,5度,4度 の完 全 な協 和 音 の 関係 を示 して い る と と も

に,立 方体 にお け る稜,頂 点,面 の数 の あ い だ の 関係,さ らに,テ トラ ク テ ユ

ス を 構 成 す る 数 の あ い だ の 比 例 を示 す も の と して 重 要 視 さ れ た の で あ る

{Tannery391-3}o

この比例 関係 と ピュ タゴ ラス の定 理 は と もに ピ ュ タゴ ラス派 の重 要 な業 績 で

あ る 「無 理 数 の発 見 」 と結 びつ い て い る。 い ま,「2の 平 方根 が無 理 数 で あ る」

こ との ピ1ユタ ゴ ラス 自身 の もの で は な い に して も,ピ ュ タゴ ラス派 初 期 の もの

(一 説 に よ れ ば,前450年 ご ろ の メ タポ ン トス の ヒ ッパ ソ ス の もの(Cohen-

Drabkin14n.1))と 考 え ら れ る 証 明 法 に つ い て 考 察 し よ う(Cohen-Drabkin

13)。 も し も2の 平 方 根 が 有 理 数 で あ る とす る な らば,a/bの 形 の既 約 の比 で

表 現 で きる(無 理 数 とは この 形 で 表 現 で きな い 数 で あ る)。 既 約 で あ る以 上a

もbも 偶 数 で は あ りえず,少 な くと も一 方 は奇 数 で な け れ ば な ら な い。 そ こ

で,2=a2/b2で あ るか ら,a2=2bzで あ るが,そ の と き,a2は 偶 数 で な け

れ ば な らな い 。 それ ゆ え,aも 偶i数で あ る。 そ こで,a=2cと お くとb2=4c2

とな りbも 偶 数 と な って,矛 盾 が 生 ず る。 これ を 直 角二 等 辺 三 角 形 の 直 角 を

は さむ2辺 と直角 に対 す る辺 に適 用 す れ ば,ピ ュ タゴ ラス の定 理 に よ り後者 は

a2士2b2の 形 とな り,そ の 「通約 不 可 能性 」 が帰 結 す る。

この議 論 に は注 目すべ き点 が 存 在 す る。 ここで の 論 法 は後 に言 う 「背 理 法 」

(間接 証 明 法)で あ って,前5世 紀 中葉 に活 躍 した エ レア派 の ゼ ノ ンの 議 論 と

と もに,論 理 的手 法 の重 要 な表 現 で,お そ ら く,学 問 史 上 も っ と も古 く明瞭 な

形 で 出現 した ケ ース の ひ とつ と見 な され る。 そ れ ゆ え,単 な る経 験 的 な算 法 や
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近似 の領域 をこえて数学 的知識 に証 明に よる論理 的構 築 とい うまった く新 しい

局面 を導入 した とい う点で,ピ ュタゴラス学派 の貢献 は きわめて重要で ある。

ピュタゴラス学 派の数学 的関心 の背後 にはそれを支 える数神 秘主義が あった と

いわれ るが,こ れ らの数学 的業績 には神秘 的要素 は皆 目見 あた らない。彼 らの

数神秘主義 は,数 へ の関心 をか きたてる要 因で はあ って も,数 学的知識 の主要

な構成部分 と して表面化す る ことはな く,そ の知識 は背後の神秘 主義 とは独立

に存在 していた。

ピュタゴラス学派 の天文学説 につ いて も簡単 に触 れてお く必要 があ る。 まず,

大地 お よび天体一般が球形 を してい る と主張 した のは彼 らが最初 であ るとされ

てい る。 それは,お そ ら く,球 が もっ とも完全 な形態 であ る とす るギ リシアの

伝統 的な信条 に由来す る もので あろ う。第二 に,大 地 の回転 の主張 があげ られ

る。 これはシ ラクサ の ヒケ タス(前4世 紀)の 主張 とされ るが,そ れ はつ ぎの

クロ トンの ピロ ラオス(前5世 紀)の 独創 的 な学説 と結 びつ いていた。彼 は宇

宙 の中心 に火 をお き,そ の回 りを反大地,大 地,月,太 陽,水 星,金 星,火 星,

木星,土 星 お よび恒 星 の球面が この順 で な らび,回 転 す るとい うモデル を提 出

した。大地 の上 の人 間は この 中心 火の反対側 に住 むのでそれ を見 る ことがで き

ない。 これはお な じクロ トンのアル クマ イオ ン1(前6世 紀 の医者)の 惑星 の不

規則運動 を二つ の異 なる円運動 の合成 と見 る考 え方 とと もに後 のギ リシア天文

学 の思考法 「円運動 に よる天体運動 モデル」 に重要 な影響 をあたえた と言 って

よい。 また,ピ ロラオスは正立方体 に土1正 三 角錐 に火,正 八面体 に空気,正

二十面体 に水,正 十 二面 体 には恒星 球 を対応 させ(DK.A15),こ れは プラ ト

ンの 『テ ィマ イオス』 に伝 承 した といわれ る(DK.A1,13)。

す こ しお くれ て前5世 紀前半 にエ レアの 町で生 活 し,「 馬 は馬 の形 で,牛 は

牛 の形で神 の姿 を描 く」 と宗教 を椰楡 したクセ ノバ ネス(DK.B15-6)の 弟子

で あった ともい われ るの はパ ル メニデスであ った。当時 の南 イ タリアは ピュ タ

ゴラス派の影響 下 にあ ったか ら,彼 がその影響 もうけたであ ろ うこ とは推察 で

きる。彼 の主張 の細部 は不 明であるが,残 された断片 に よる とつ ぎの よ うに要

約 で きよう。存 在 はあ り,無 はない;存 在 と思惟 は同一 で,語 られ うること と
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考 え られ うる こ とは存在す る;存 在 しない ものにつ いて言 った り,考 えた りす

ることはで きない(DK.B8)。 通常,こ の主張 を彼 は 「真理 の道」 とよび,そ

れ に対 してその 自然学 的 な教 説 を 「憶測 の道」 とよんだ とされて いる(DK.B

1-2)。 さらに,彼 は大地 は球 で宇 宙の 中心 であ るこ とと,火 と土 の2原 物 質説

を説 くとともに,宵 の明星 と明 けの明星 の同一説 を主張 した(DK.A40a)。

パル メニデスが提起 した 「有」 と 「非有」 の対立,と くに 「ある ものはあ り,

ない もの はない」 とい う主張 は運動,生 成 ・消滅 とい ったあ らゆる変化 の否定

に通ず るか ら,当 時の人々に大 きな衝撃 をあたえた ことうたが えないが,こ こ

で注 目 した いの は,彼 にお い て は じめ てそ れ まで の 「存在 す る諸事 物」(ta

onta)と い う複数表 現が 「存在 者」(toon)と い う単数表 現へ と変化 して存在

概 念 の一般化,抽 象化 が 見 られ,存 在者 の単 一性 が 主張 され てい る点で あ る

(Vernant,Mythe399)。

ここで,前4世 紀 中葉 に生 きた彼 の弟子エ レア派 のゼ ノ ンについて0言 して

お こう。彼 の名 で知 られ る4個 のパ ラ ドックスは,い ずれ も,背 理法 による議

論 に よって師の主張 を弁護 しようとして いる と解釈 で きる。彼 の議論 は,空 間

もしくは時 間の無 限分割可能性 と運動 との両立不 可能性 を示 して,分 割不可 能

で不動 の一者 を主張す る師パ ルメニ デス を無限分割の可能性 と運動 の両者 を認

めなが ら攻撃 している敵対 者 の主張の内在 的矛盾 をあ きらかにす ることによっ

て論駁す る ことにあ り,そ れ ゆえ,ピ ュ タゴラス学 派の議論 におけ るように,

ここで も間接証 明 と しての背理法が用 い られてい るこ とは注 目に値す る。

エ レア派 の登場 とともに,「 ある こ と」,「語 る こと」,「思惟 す る こ と」 の区

別 と同時 にその同一性が主張 されて,語 り,思 惟 す る もの と しての人間が それ

以前 の無差別で平板 な世界か ら浮揚 しは じめた こ とは事実 であろ う。世界 は し

だいに 「自然」 とそれ に解 消 しつ くせ ない 「人間」 あるいは 「思惟す る魂」 の

併存 の色彩 をお びる ようになる。そ して,こ の ような変化 の背景 にあ る宗教 的

な要 因 を指摘 してお く必要が ある。前6世 紀 か ら5世紀 にか けてオルペ ウス派 を

代表 とす る反体制的 な宗派 にあ って はあた ら しい霊魂 観が形成 されつつ あ った。

人 間にお いて魂 は地上生活 に無 関係 な要素 として現 われた,神 に似 た外来 の存
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在 であ る とい う思想 であ る。 そ して,東 方の賢者 たちマ ゴイが説 いた ように,

禁欲 と精神 的集 中に よって魂 を支配 し,気 息の停止 によって身体 に分散 してい

る魂 を集 中 させ て,そ れ を肉体 か ら解放 し神 的 な起源 にさかのぼ らせ ることが

で きる。 この発想 には身体 とい う自然的 な対 象か ら離 れた霊魂独 自の存在が語

られている。 この思想 は肉体か らの離脱 による魂 の非個 人化 とい う0面 をもつ

とともに,物 質 的な肉体 の非個体性 に対 す る永続 的存在 と しての魂 の個体性 を

主張す る反面 も有 して いた(Vernant,Mythe868-9)。

さて,今 後の議論 において無視 で きないの はソピス トの存在 と彼 らの主張で

ある。彼 らの出現が5世 紀半 ばか ら4世 紀末 にか けてのアテナイにおける民主

政治 の発展 とかか わる ところ大 きか った ことは否定で きない。 ともか く,ペ リ

ク レス も言 って いるよ うに,ア テナ イ人 はすべ て政治 の健 全 な審判者であ った

が,そ れ には対 立す る意見 のあいだでその証拠 を評価 し裁定 を下す訓練が必要

であ った。 しか も,議 会 において判 断 し投票す るためには,単 なる傍観 者 に と

どま らず,積 極 的 な役割 を演ず ることも要求 され,説 得 力 をもつ議論 を展 開す

るこ とももとめ られた。

そ こで,前5世 紀半 ば にはlogographoiと よばれ る人 々が現 われて,他 人の

ため に法廷 や議 会での演説草稿 の執筆 を請 けおって報酬 を うるよ うになった。

おそ ら く,こ の ような傾 向の延長 と して弁論術 を職業的 に教 えるソピス トが登

場 す るようにな り,プ ラ トンによれば,そ の最初 の人物が前5世 紀 中葉 の プロ

タゴラスであ った。彼 は 「人間 は万物 の尺度で ある」 とい う言 によって有名 で

あ るが,ま た,神 に関す る知識 を否定 して,神 々が存在 す るのか しないのか,

あ るい は,彼 らが どの ように現 われるの か,知 る術 をわた しは もた ない と主張

した といわれ る(DK.B4)。

ソ ピス トたちの うちで もっとも高名 なゴルギ アス(前5世 紀 後半)は 『葬送

演 説』 の断片,『 ヘ レー ネ頒』,『パ ラメデス弁 護』 な どの著作 をあ らわ した と

いわれ るが,こ れ らに共通 に見 られ る議論 の特徴 は,「 選言的論法」といわれ る

もので あ る。一つ の例 をひ こう。 『ヘ レー ネ頒』(DK.B11)に おいて,ヘ レー

ネの行為 につ いて四つ の可能性が 区別 され る。(i)ヘレーネは神 もしくは運命 に
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よ って 強 制 され た;(ii)彼 女 は力 で強 制 され た;{iii}彼女 は議 論 で 説 得 され た;(vi)

彼 女 は欲 望 の虜 とな った。 そ こか ら,ど の よ うな説 明 が な され よ う と,ヘ レー

ネ は有 罪 と され るべ きで は な い,と い う結 論 を彼 は ひ きだ す の で あ る。 『パ ラ

メ デ ス弁 護i』(DK.Blla)に お い て も同 様 な 論 法 が 用 い られ る。 彼 の分 け る

ケ ー ス は相 反 的 で も網 羅 的 で もない が,そ れ で も,彼 の論 法 はあ る命 題 が 真 で

あ る な らば,そ れ に従 属 す るい くつ か の命 題 の うち の あ る もの は真 で な けれ ば

な らな い,と い う前 提 に立 って展 開 され て い る。 そ して,注 目す べ き こ とに,

彼 は説 得 は ロ ゴ ス の力 に よる こ と を主 張 して い るの で あ る。 「説 得 が ロ ゴス に

加 わ って欲 す る ま まに魂 を印 象 づ け る とい う こ と は,ま ず,[天 体 と大 地 につ

い て研 究 す る]気 象学 者 た ちの ロ ゴス か ら」,第2に,「 ロ ゴ ス を とお して お こ

なわ れ る強 制 的裁 判 か ら」,そ して,第3に,「 哲 学 者 た ち の多 くの ロ ゴ スの抗

争 か ら学 ぶ こ とが で き る」(DK.B11(13))。 こ こで,ロ ゴ ス の語 は 「言 葉 」,

「議 論 」,「談 話」 とい った 多 義 的 な用 法 を もち,ま た,ゴ ル ギ ア ス は臆 見 を真

理 か ら区別 して い る こ とに注 意 す る必 要 が あ るが,こ れ らの例 示 に気 象 学 と哲

学 とな らん で,法 廷 が あ げ られ て い る こ とは興 味 ふ か い 。5世 紀 半 ば 以 降 アテ

ナ イ を中心 とす るギ リシ ア にお い て は ロ ゴ ス に よる説得 の術 が 重要 視 され,そ

の教 授 を専 門 とす る ソ ピス トた ち の台 頭 を見 たが,同 時 に,彼 らは伝 統 的 な信

念 の批 判 者 とい う役 割 もは た して い た。 さ らに,ア リス トテ レス にお い て重 要

な意 義 を あ た え られ る こ とに な っ た 〈論 証 す る〉(apodeiknumi)の 語 が 分 詞 の

形 で登 場 す る こ と も注 目 して よい(DKBa(36))。

か く して,ギ リシ ア 人 の 「世 界 」 にお い て は,ま ず,神 の業 に も とつ くホ

メ ー ロ ス的 説 明 様 式 か ら,イ オニ アの 思 想 家 を中心 とす る原物 質 と機 械 論 的 必

然 性 の主 張 に よ って神 が 姿 を消 し,イ タ リア南 部 の ピュ タ ゴ ラス派,エ レア派

の主 張 と と もに人 間 の 思惟 が しだ い に 日常 的世 界 か ら浮 揚 しは じめ て,人 間 を

ふ くみ なが ら もそ れ と向 か い あ う 自然 の姿 が お ぼ ろ げ なが ら も浮 きだす よ うに

な った。 そ れ と と もに,こ の 時 期 まで の ギ リシ ア哲 学 思 想 の重 要 な特 徴 と して,

ソ ピス トに見 られ る よ うな 「説得 とは」,「論証 とは」 とい った方 法 論 的 ・知 識

論 的 な議 論 が展 開 され て い る点 が あ げ られ る。 これ は オ リエ ン トにお け る各 種
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の知識が単 なる知識の集積 以上 の ものに出なか ったのに対 して知識 の問題 が ま

った く異 なる局面 にはい った ことを意味 し,知 識 の歴史 において もっ とも注 目

すべ き点であ る。

5古 代ギ リシア にお ける医術

さて,最 後 に,説 得 において はソピス ト以上 に実際的必要 に迫 られ,ま た,

古代 にお ける学問 として は天文学,数 学 とな らぶ地位 を占める医術 について考

察す るこ とに しよう。 ギ リシアにおける医術 も古代 オ リエ ン トと同様 に,宗 教

と密接 な関連 の もとに進展 して きた。 医術 の神 として は最初 にアポ ロ ンが,つ

いで,そ の子 アスク1/ピ オスが登場 す るが,医 術 は彼 らに捧 げ られた100を こ

す神殿 において神 官た ちが と りお こな う儀式で あった。 アルゴ リス地方 の アス

ク レビオスの神殿 エ ピダウルスの碑文(前4世 紀後半)に よれ ば,神 は患者 の

体 にふれて薬剤 の使用 を命 じた り,夢 の うちに医者 の姿で現 われて,外 科 医 と

して手術 をお こな った りす る(Lindberg113)。

ところで,こ の碑文 よ りも古 く,ギ リシアには さまざまな医術 の学 派があ っ

た。 クロ トン,シ シ リア,ク ニ ドス,コ スの諸学派であ るが,な かで も,著 名

なのは コス学 派で あ って,こ れは前460年 ごろ ミレ トス の対岸 コス 島に生 まれ

た ヒポ クラテ スによって創始 された。彼 は存命 中か ら医者 として高名で,各 地

に巡 回治療 をお こない,100歳 に近い高齢 で死去 した。古代 医術 に関す る もっ

とも重要 な文献 といわれ る 『ヒポ クラテス集成』 はこの学 派 に属 す る文書約60

篇 の集 大成 で,前450年 か ら前350年 ごろの もの とされてい る。 ここで はコス学

派の医術思想 の特徴 につ いて簡単 に考察 しよう。

まず,『 ヒポ クラテス集成』 すべ て においてその 「脱宗教 性」が指摘 され る。

た とえば,そ の 『神聖 な病 につ いて』 とい う文書 は 〈てんかん〉 に関 して論 じ

てい るが,て んかんが他 の病気 に くらべて なん ら神 聖 なこ とはな く,他 の病気

の よ うに自然 な病 因 を もち,お 清 め,呪 文,そ の他 の儀式 でそれ を癒 す と称す

るひとはまやか しだ と主張 している。 これ にっついて言 う:わ た しの意見で は,

この病 を神聖 と最初 に呼 んだ ひ とたち は,わ れ われが い ま魔術 師(マ ゴイ),

お清 め屋(カ タル タイ),香 具師(ア グ リュタイ),山 師(ア ラゾネス)と よぶ
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人 々で あ る;こ れ らは,ま さ し く,た いへ ん敬 慶 で,と くに秘 法 に通 じて い る

と称 して い る ひ とた ち なの で あ る;神 が か った要 素 を呼 び だす こ とで,彼 ら は

適切 な処 置 を と りえな か った こ と をか くす こ とが で き,そ こで,そ の病 の本 性

を彼 らが 知 らな か っ た の を秘 す る た め に これ を 「聖 な る」 と よん だ の で あ る

{Sac.Dis.II,LoebII141}o

この文 書 の筆 者 の言 う 「原 因」 が な に を意 味 す るか はあ き らか で はな い が,

ギ リシ ア語 で この 時代 に用 い られ る よ うに な っ た アイ テ ィア(aitia)の 語 は,

本 来,「 責 め を負 う」 とい う意 味 で あ った 。 『集 成』 中 の 「古 代 の 医 術 に つ い

て」 に は 「な に か を食 べ る こ とが 病 を ひ きお こ し,そ れ を ひか えれ ば癒 え るの

で あ れ ば,神 々 に うっ た え る の は余計 で あ る し,誤 りで あ る」 とい う記 述 が あ

る。0般 に,こ の学 派 の見 地 か らす れ ば,病 と規則 的 に結 びつ い て い る ものが,

そ の病 の責 め を負 うの で あ る(Lloyd・Magic55)・ そ こで,神 嫉 そ の責 め を負

わ ず,お 清 め は無 用 な こ とな の で あ る。 「古 代 の医 術 につ いて 」 の著 者 が 述 べ

て い る 「事 態 の原 因 とは,事 態 が存 在 す る と きに は必 ず 生 じ,事 態 が異 な れ ば,

生 じな くな る もの で あ る」 とい う表 現 は興 味 ふ か い(Lloyd,Magic54;Anc.

Med.XIX,LoebI149}o

この脱 宗 教 性 とな らんで,こ の 学 派 の もつ 重 要 な特 徴 点 は そ の方 法 論 的意 識

で,「 古 代 の 医術 につ い て」 の著 者 は とつ ぎの 主 張 に よ って 議 論 を は じめ て い

る。医 術 につ い て語 り,書 くこ とを試 み た すべ て の ひ とは温 ・冷 ・湿 ・乾 あ る

い は そ の他 の な に か を議 論 の 基 本 的 措 定 物(hypothesis)と して お き,そ れ に

よ って人 間 の疾 病 と死 亡 の 原 因 を限 定 して い るが,天 上 や地 下 の もの を基 本 的

に措 定 す る 秘 儀 の よ う に 空 しい 基 本 的 措 定 物 な どお く必 要 は な い」(Anc.

Med.,LoebI12-17)。 一 般 に,こ の 学 派 の方 法 は こ こで 非 難 さ れ て い る基 本

的措 定 物 か ら導 き出 され る議 論 で は な く,経 験 的事 例 の収 集 を基 本 とす る経 験

主 義 で あ る とい わ れ る。 そ の 経験 主義 につ い て の端 的 な主 張 は見 い だせ な いが,

集 成 全 般 にわ た る詳細 な症例 の提 示 は この学 派 の方 法 を実 際 に物 語 る とい って

よい。 た とえ ば,そ の 「流 行 病 につ い て」 は各 地 にお け る風 土 に由来 す る流 行

病 の記 述 で あ って,公 刊 を予 想 しない記 録 とされ て い るが,そ の うち で も っ と
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も短 い もの に属 す る記 述 を引 用 しよ う。

タ ッソス の ク リ トンは散 歩 の途 中 で足 の親 指 の激 痛 にお そ われ た 。 同 日,悪 寒

と吐 き気 を感 じて 病 床 につ く;体 温 多 少 回復;夜 譜 言 を言 う。2日 目に は足 全

体 が膨 れ,く るぶ しの あ た りは赤 み を帯 び,ひ ろが る;高 熱;激 しい講 言 。腸

か ら混 じ りけ の な い 胆 汁 の か な り頻 繁 な排 出 。2日 目早 朝 死 亡(Epid.Icase

IX,LoebI203)。

もう一例,同 書 皿巻 症 例3の0部 を引 用 し よ う。 デ レアル ケ オス庭 園 で発 熱 し

病 床 につ い た あ る男 性 患 者 の症 状 で あ る(Epid.IIIcaseIII,LoebI223)。

第4日:黄 色 い胆汁物 質の少量 お よび,そ のす ぐ後で,赤 錆色 の物質の少量 を

嘔吐。鼻 の左側 か ら純粋 な血液 の小 出血 あ り;便 通 お よび尿従来通 り;額 と肩

に発 汗;脾 臓 の腫 れ;腿 部 に痛 み:む しろ右 肋骨下部 の弛緩 したふ くらみ;夜

間眠れず;軽 微 な譜妄。

この患 者 は40日 目に完全 な危篤状態 にお ちい った旨記 されてい る。

これ らの引用 に うかがえ るように,病 状 の記述 は きわめて客観 的で,余 計 な

修飾句 をふ くまない こ とをその特徴 と している。 この学派 は個 別的事例 の詳細

な検討 を基礎 に して,性 急 な一般 化 を戒 め ることを説 き,そ の見地か ら自然哲

学者た ちの原物質の措定 による説 明方法 に同意 で きないこ とを表明 してい る も

の と思われ る。 しか しなが ら,ヒ ポ クラテス学派 も後世 この学派の名 を高か ら

しめた 「4体液説」 を主 張す る ときには彼 らの批判 した 自然哲 学者 と同様 な誤

りにお ちい った感 じは否め ない。 「人 間の本性 につい て」 とい う文書 に はつ ぎ

の よ うな記述 があ る(Nat.ofManIV,LoebIV10-3)。

人 問の体 はそれ 自体 の うちに血液 と粘液 と黄胆汁 と黒胆汁 とを有 して いる。 こ

れ らは まさ し く身体 の本性 であ り,ま た,そ れ らに よって病気 と健康 が生ず る
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ので あ る。 これ ら要素が その混合,勢 力,量 において正 しい割合 にあ るとき,

最上 の健康状態 にある。 これ ら要素の ひ とつが不足 してい るかあ るいは過剰で

あるか,ま たは体 の中で孤立 していて他 のすべ て に結 びつ かないかす るときは,

病気で ある。……

この よ うな理 論 を う らづ け る解 剖 学 的 ・生 理 学 的 な知 見 は,心 臓 と血 管 につ

いて の比 較 的 詳細 で正 確 な記 述 が見 られ る に して も,一 般 的 に は きわ め て大 雑

把 な もので あ る。 そ れ ゆ え,こ の体 液説 も実証 的 な結 論 とい う よ りは,む しろ,

エ ンペ ドク1/ス の よ うな当 時 の 多元 論 的 自然 哲 学 の影 響 と考 え られ る。 そ の点

で は彼 ら 自身 の 主 張 して い た経 験 主 義 的 な方 法 に反 して,彼 らの批 判 して い た

哲 学 者 の 反 経験 的 な方 法 に依 存 して い たの で は な い か と思 わ れ る(Lloyd,Re-

volutions15)。 と ころで,注 目す べ き こ と に,前5世 紀 は じめ に はエ レア的 一・

元 論 と この学 派 の 主 張 す る よ うな多元 論 との あ い だ に論 争 が た た か わ され,そ

れ もた ん に専 門家 のあ い だ に とど ま らず,民 衆 の面 前 で彼 ら もま じえ て論 争 が

お こ な わ れ た こ と を うか が わせ る資 料 が 存 在 して い る(Lloyd,Magic90-8;

Revolutions87-90)。 この 時代 のギ リシ ア に おい て は 政 治 の み な らず 知 識 の 領

域 に お い て も,論 争 が 一 般化 して お り,そ れ が知 識 の 〈理 論 的形 成 〉 に重 要 な

役 割 を演 じた こ とを物 語 る事 実 と言 え よ う。

この 学 派 の 経 験 主 義 的 主 張 を 裏 づ け る も う ひ とつ の 事 実 は,こ の 文 書 に

tekmeirion,marturionと い う証拠 あ るい は確 か な徴 表 を意 味 す る語 が しば しば

用 い られ て い る こ とで あ る。 この学 派 の ひ とた ち は 自己 の主 張 を展 開す る根 拠

と して これ らの 語 を用 い て い る。 い くつ か の例 をあ げ よ う(下 線 筆 者)。 「人 間

にお い て もあ る と きは粘 液 が,あ る と きは血 液 が,あ る と きは胆 汁 が,そ して

まず,黄 胆 汁 が,つ い で 黒胆 汁 と呼 ば れ る もの が優 勢 で あ る。 そ の も っ と も確

か な証拠 は,あ な たが 同一 人 物 に1年 に4回 お な じ薬 剤 を投 与 す れ ば,彼 は冬

に は も っ と も粘 液 質 的 物 質 を,春 に は もっ と も湿 った物 質 を,夏 に は も っ と も

胆 汁 質 の物 質 を,秋 に は もっ と も黒 い物 質 を吐 くの を,あ なた は見 るで あ ろ う

とい う こ とで あ る」(Nat.ofManVI,LoebIV22-3)。 「粘 液 は人 間 に お い て冬
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に増 加す る;粘 液 は身体の もっ とも冷 たい組成 物でであ るので,冬 に もっ とも

近 いか らであ る。粘液が もっとも冷 たい ことの証拠 は,も しあ なたが粘液,胆

汁,血 液 にふれれば,粘 液が もっ とも冷 たい ことを発見す るで あろ うか らで あ

る」(Nat.ofManVII,LoebIV18-9)。 さ らに,医 術 とい う技術 の存在 を証 明

す るつ ぎの章句 が あ る。 「その技術 の存在 の強力 な証拠 は,そ の存 在 を信 じな

い人々 さえ もそれに よって回復す るな らば,存 在 もす る し,強 力で もあ るとい

うこ とで ある」(OftheArtV,LoebII197)。 これ らの証拠 がその理論 の妥 当

な裏づ けを提供 してい るか どうか は当然論議 の余地があ るが,と もか くなん ら

かの事実 を証拠 と して引 き合 いに出そ うとす る努 力 と姿勢 は当時で は独 自の も

のであ る。 この点 もその経験 主義的立場 を表現 してい る。 しか しなが ら,こ の

学派 のい う証拠 は彼 らの理論 をテス トす るため とい うよ りは,あ くまで もその

主 張 に有 利 な裏づ けの提 供 を意 図 して い た こ と もあ き らか で あ る(Lloyd,

Magic151;Methods70-3)。 さらに,こ れ らの語 が語 源 的 には法律 的用 語 に

発 している とい う指摘 も注 目すべ きであ ろ う(Lloyd,Magic252-4)。

この ように ヒポク ラテス学派が従 来の宗教 的 ・魔術 的医術 か ら踏 み出 して,

合理 的 ともいえる脱宗教化 を指向 し,自 然哲学者 のいわば演繹 的説 明方法 に反

対 し経験主義 の立場 を維持 しよ うとしていた こ とはうたが えないが,し か し,

旧来 の神 秘的 ・宗教 的医術 がそのため に衰 退 した とは言 えないので ある。神殿

医術 は前5世 紀以後 もあ いかわ らず盛 んであ ったばか りで はな く,そ の勢力 を

拡大 さえ した。 その理由 の一つ は,医 術 の評価 の重要 な要 因はその療法 の有効

性 にあ り,ヒ ポクラテ ス学派がその原因論 に もとつ いて説 明 を展 開 した として

も,そ れが いつで も有効 な療 法 に結 びつ くとはか ぎらず,て んかん患者 を粘液

体質 に限定す る といった相 関関係 が療法 の有効性 と結 びつ くこ とは期待で きな

か ったか らであ る。 もうひ とつの,お そ らく,よ り重要 な理 由は,前5世 紀末

の30年 間にアテナ イでお きた宗教上 の理 由 による知識人 の告発一 アナ クサ ゴ

ラス,ソ クラテス はその例 であ る一 を代表 とす る反理性主義的傾 向 にあ った。

ドッズ によれ ば,「 一 ない し二世代 間 に呪術 的医療 の需要 が増 大 して,こ れが

アス ク レビオス を二流 の英雄 か ら主要 な神へ と一変 させ,エ ピダウルスの神殿
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を今 日の ル ル ドの よ うな有 名 な巡礼 地 に した」(237)。

だが,ほ か の知 識 領 域 に くらべ て,医 術 は結 果 の有 効 性 とい う判 断基 準 を有

して お り,そ れ は も うひ とつ の医術 固 有 の 問 題 病状 予 知,す な わ ち,予 後 の

問 題 に結 びつ く。 これ は異 な る医術 問 の優 劣 の判 断 に直 接 結 びつ い たが,一 種

占 い に似 て,医 者 た ち は予言 者 的 な言 葉 で そ れ を表 現 した。G・E・R.Lloydが

指 摘 す る よ うに(Magic151n.134),当 時 の 医 者 は診 断 よ り も予 後 とそ の告 知

を重 視 した 。 「予 後 につ い て」 の 冒頭 に は 「医 者 に と って予 知 を実 践 す る こ と

は もっ と もす ば ら しい こ とで あ る。 なぜ な ら,も し医者 が 患者 の側 か らな ん の

援 助 も うけず に過去,現 在,未 来 の状 態 を予 知 し予 言 して患 者 の説 明 の溝 を埋

め る な らば,医 者 はそ の症 例 の理 解 にい っそ う信 頼 をえ て,人 々 は彼 の処 置 に

確 信 を もつ よ う に な ろ う。 さ らに,現 在 の症 候 か ら未 来 に生 ず るで あ ろ うこ と

を予 知 す れ ば,彼 は そ の最 善 の処 置 を実 行 で き よ う」 とあ る(Prog.1,LoebII

6-7)。 他 方,医 術 は 占 い で は な く,医 者 は 「.;.;嘆す べ き予 言 」 に従 事 す べ き

で は な く,そ の 予 言 は徴 候 に も とつ くべ きで あ る と も主 張 され て い るので あ る

(Lloyd,Magic45;.Revolutions39-41;Prorr.II,LoebVIII218-9)0

0般 に
,古 代 オ リエ ン トにお け る知 識 が原 因 の探 索 を意 図 して い な い だ けで

な く,そ もそ も原 因 の観 念 も定 か で はな か った の に対 して,前5世 紀 中葉 以 前

の ギ リシ ア にお い て は ま だ明確 とは言 え なか った に しろ,原 因 の探 究 が くわ だ

て られ,そ れ に よる説 明 が 要 求 され て,思 想 家 た ち は必 然 性 の概 念 に た よ りな

が らロ ゴ ス の解 明 へ と努 力 して い た こ とは否 定 で きな い 。 医術 の領 域 に お い て

も,予 言 は他 の知 識 領域 にお け る よ りも重視 され て い た とはい え,ヒ ポ ク ラテ

ス学 派 の 「体 液 説 」 は他 の地 域 に は見 られ ない 理 論 的説 明へ の傾 斜 を示 して い

る。 おそ ら く,原 因 と必 然 性 の概 念 を中心 とす る説 明,ま た,数 学 に あ って は

基 本 的前 提 か らの 証 明へ の 努 力 の 出現 こそ,古 代 ギ リシア の知 識 の特徴 で あ り,

しか も,そ れが 民 主 政 治 の形 成 と表 裏 の 関係 にあ る こ とは きわ め て注 目す べ き

点 で あ ろ う。
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註

(1)以 下DKはDielsandKranzの 省略 で,A,Bは 同書 におけ る学 説 と断片 を示 す

記 号 で あ る。 そ の 後 の番号 は 同書 学 説 お よ び断 片 の番 号 で あ る。場 合 に よ って1

71,12の よ うな表 記 が あ るの は 同書 第1巻71ペ ー ジ12行 をあ らわ す。 これ は と く

に特定 の表現 の 出現箇 所 を明示 す るの に用 い た。
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